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平成16年 11月 に誕生した南砺市は富山県の南西部を占め、その広さは668平方キロメートルにも

及びます。市内には、世界遺産に登録された五箇山の合掌造 り集落を代表として有形・無形の文

化遺産が非常に多 く残されています。また、埋蔵文化財についても旧石器時代以来の北陸や富山

の歴史を語るに欠かせない、数々の重要な発掘や発見がなされてきた地域です。

このたび市教育委員会では、主要地方道砺波福光線改良工事に先立ち、院林遺跡の発掘調査を

実施いたしました。当遺跡では初めての発掘調査で、古代の住居跡や中世の大溝が発掘されまし

た。特に大溝は豪族の居館に伴うものである可能性が指摘されるなど、今まで文献史料だけであ

った院林郷の解明に、新 しい手がかりを提供するたいへん重要な発見となりました。現地説明会

には、市の内外から大勢の人々が見学に訪れ、調査員の説明に熱心に耳を傾けていました。郷土

の遺跡、歴史への関心の高さを物語るものであり、今後とも調査の成果を積極的に公開・活用し

ていきたいと考えております。発掘調査の成果をまとめた本書を郷土の歴史解明や学術研究等に

ご活用いただければ幸いです。

最後に、調査の実施にあたり富山県土木部、南砺市シルバー人材センター、株式会社アーキジ

オ、地元院林地区並びに寺家地区の皆様方には多大なご協力を賜 りました。深 く感謝の意を表す

る次第です。

平成19年 2月

南砺市教育委員会

教育長 梧 桐 角也



例 言

1 本書は主要地方道砺波福光線改良に伴う富山県南砺市院林遺跡の発掘調査報告書である。現地調査は平成17年 4

月12日 から同年10月 27日 まで実施した。調査面積は4,300ぽ である。

2 調査は富山県土木部の委託を受け、南砺市教育委員会が実施した。現地調査及び報告書作成については、南砺市

教育委員会の監理の下、株式会社アーキジオ (旧 株式会社中部日本鉱業研究所)が実施した。

3 現地調査は、南砺市教育委員会文化課文化財係長 林浩明の監理の下、株式会社アーキジオ文化財調査部 伊藤

雅和・野浩―が担当した。報告書は、第 2章第 1節 を林浩明、第 4章第 1節 をパリノ・サーヴェイ株式会社、同

第 2節を胎土分析研究会 三辻利一、これ以外を伊藤雅和が執筆した。

4 発掘調査から本書の作成に至るまで、下記の諸氏の協力、助言を頂いた。記して謝意を表する。

池野正男・酒井重洋 。高梨清志・永井邦仁・久田正弘 (五十音順 敬省略)

5 自然科学分析については、珪藻分析・花粉分析・植物珪酸体分析・放射性炭素年代測定をパリノ・サーヴェイ株

式会社に、須恵器の蛍光X線分析を胎土分析研究会三辻利―に依頼した。

6 調査参加者は以下の通りである。 (五十音順 敬省略)

(現地調査)

朝山慶―・石崎恵紀雄 。大居政信・大畠茂 F42・ 下村忠行・高野長政・中山文治・中山政雄・野原勉・橋爪敏・

安田信弘・吉田信一 (南砺市シルバー人材センター福野支所)

上坂清三・中田和雄・中田睦子・水上初造・安田政治・山田和子・吉尾乾九 (南砺市シルバー人材センター福光

支所)

佐野睦美・蓑口和弘 (株式会社アーキジオ)

(整理作業)

北川泰子・真田恭子・新保利恵・高橋英吏子・橋真理子・畑シノブ・水巻麻里・渡辺賀世子

凡 例

1 本書で使用した方位は真北である。また、標高は海抜高である。

2 座標は国土座標 (世界測地系)を基に、X=64860、 Y=-23000を それぞれXO、 YOの基準点とし、ここから10

mを一区画として調査区を設定した。

3 遺構の表記には次の記号を用いた。

SI:竪穴住居 SBI掘 立柱建物 SK:土 坑 SD:大 溝・溝 SP:ピ ット・小穴

4 土色、土器胎土色の観察は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版 標準土色帖』 (2004年版)に よる。

5 遺構図面の縮尺については、掘立柱建物 。大溝・自然流路を1/50、 竪穴住居・土坑・溝を1/40、 遺物出土状況を

1/20と した。遺物実浪1図は1/3と した。

6 出土遺物実測図の断面は、須恵器及び珠洲焼は■、黒色土器は翻、赤彩土器は とした。
7 出土した遺物の内、中世土師器皿と珠洲焼については、土師器皿の分類、編年観は越前慎子 1996年「 1 梅原

胡摩堂遺跡出土中世土師器皿の編年」『梅原胡摩堂遺跡 (遺物編)』 財団法人富山県文化財振興財団埋蔵文化財調

査事務所を、珠洲焼は、吉岡康暢 1994年 F中世須恵器の研究』吉川弘文館を基にしている。
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第 1章 位置と環境

第 1節 地理 的環境
富山県の南西部に位置する南砺市は、西を石川県金沢市及び白山市、南を岐阜県飛騨市と白川村、東を富山市、北

を富山県小矢都市と砺波市に接する。2004年 11月 に東砺波郡城端町、平村、上平村、利賀村、井波町、井口村、福野

町、西砺波郡福光町の4町 4村が合併によって成立した本市は、面積668.86♂、人口58,457人 (平成18年 4月 1日 現

在)を数える。旧井波及び城端町は門前町として、また旧福野及び福光町は市場町として栄え、人口の大半は平野部

に集中する。

地形的には東を呉羽丘陵、西を蟹谷丘陵といった低丘陵と、南から南東にかけての飛騨山地に囲まれ、平野部は庄

川や小矢部川によって形成された複合扇状地が広がる。庄川は旧荘川村の山中峠 (1375m)の湿原を水源とし、延長

115kmを測る。今日では直接富山湾へと注ぎ込むが、古代には谷口付近で西流し小矢部川へと合流していた。その後、

洪水を繰り返しつつ東へと流れを変更し、野尻川、中村川、千保川、中田川などの各支流に分かれていたが、1670年

から中田川に一本化する工事が開始され、1714年 にほぼ現在の姿となった。

院林遺跡は、南砺市の北部、旧福野町内の大字「院林」と「寺家」地内に所在する。旅川と山田川に挟まれた標高

56～ 58mを 測る段丘の縁辺部に立地する。周囲には屋敷林に囲まれた農家が水田の中に点在する散村景観が広がり、

西日本の平野部に認められる環濠集落に代表される集村景観と対比され、全国的にも有名である。
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庄

■
サ.▼′
丁ヽ
=´

ギャ，ｒ、マ一一ヽ
一↑

理

区ヨ扇状地 □ 谷底平野 医』等高線  匡□川 匝回院林遺跡
0                                    5 0km

第 1図 院林遺跡周辺地形図 (S:1/100,000)
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第 2節 歴史的環境
院林遺跡①は南砺市の北部、旧福野町の大字「院林」を中心とする縄文・古代・中世の複合遺跡である。平成8年

度の遺跡分布調査により東西約600m、 南北約500mの範囲に遺物の散布が確認されている。また、東海北陸自動車道

建設や圃場整備事業等を契機として大規模発掘調査が実施されており、周辺の歴史的な様相についても少しずつ明ら

かとなりつつある。

縄文時代

本遺跡周辺には、縄文時代中期以降の遺跡が散見される。小矢部川左岸の安居丘陵上に立地する五百歩遺跡②では、

包含層中より旧石器時代の尖頭器が出土し、埋没谷を中心に後期初頭の気屋式段階の石錘・磨製石斧・石冠などが出

土した。石錘は未製品を含むことから、集落内での生産の様相を示す一例となっている。この他、大堤遺跡③ (中期

初頭 '新崎式)や、大井川両岸の北狽1に舌状に延びる段丘上に立地する梅原胡摩堂遺跡④ (中期前葉～晩期中葉)、

梅原加賀坊遺跡⑤ (中期中葉～晩期前葉)、 田尻遺跡⑥ (後期後半)、 久戸遺跡⑦ (後期後半)な どが確認されている。

なお、院林遺跡からは、今回の調査で晩期中葉～後葉の貝殻条痕文の深鉢が 1点 (第29図248)出 土している。

弥生～古墳時代

弥生時代の遺跡はほとんど確認されておらず、小矢部川西岸の五百歩遺跡 (後期後半)や、安居遺跡⑥ (後期末)

で方形周溝墓などが確認されている。続く古墳時代では、梅原安九Ⅲ遺跡⑨では古墳時代中期の竪穴住居1棟が単独

で確認されている。安居丘陵上には、善法寺古墳群⑩等の小規模な古墳群が営まれる。安居窯跡群①では2基の古墳

が須恵器窯の調査に伴って発掘されている。直径約13mの小規模な円墳で、盛土や周溝を確認しているが、遺物の出

土は無く時期は不明である。

古代

古代以降、平野部で新たに営まれる遺跡の数が増大する。古代寺院跡と考えられる寺家廃寺跡②の他、院林遺跡を

始めとして、梅原加賀坊遺跡、梅原落戸遺跡⑬などの集落遺跡などが新たに営まれた。生産遺跡には7世紀～9世紀

にかけて操業された安居窯跡群などがある。

寺家廃寺跡は院林遺跡の旅川を挟んだ東側に隣接する。日吉神社の境内と水田中に塔心礎及び側柱礎石と考えられ

る礎石が残り、それぞれ夫婦岩 (要石)、 皇孫塚 (鏡石)と呼ばれている。寺域などは明確でないものの、建立時期

については礎石型式及び周囲に散布する土器から奈良～平安時代と考えられている。安居窯跡群は分布調査により今

日までに16基の須恵器窯跡が確認されており、1989年の大堤 1・ 2号窯跡、及び2000年 の口の部い 1・ 2号窯跡が調

査されている。その結果、ロノ部い 1号窯は7世紀前葉から中葉、同2号窯は1号窯廃絶後の7世紀中葉から後葉、

大児 1・ 第 2窯跡は8世紀前半～中葉に位置づけられる。この他、柴田屋川西遺跡②北西の旅川西岸では回場整備事

業前まで菱形の方格地割が残っており、条里型地割が存在した可能性が指摘されている。

中世

久戸遺跡、梅原胡摩堂遺跡、田尻遺跡など、12世紀代に新たに成立した集落遺跡が平野部を中心に展開する。梅原

胡摩堂遺跡は12世紀後葉～18世紀に至る集落跡で、大溝によつて区画される。今日に残る地割の一部は12世紀後半の

集落成立時期まで遡る可能性が指摘されている。田尻遺跡では、12世紀後半以降に溝を伴う集落が確認されており、

13世紀後葉以降の集落の再編と新たな溝囲い建物群が成立する。寺家新屋敷館跡⑭は、平地式の方形居館で東西78～
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第 2図 院林遺跡周辺の遺跡 (S:1/32,000)

番号 追跡番号 遺跡名 所在地 主な時代
究掘

右鍵
種別

② 210228 五百歩遺跡 南砺市安居 旧石器、縄文後、弥生後、古代、中世、近世 有
日4E奇駅仲理、縄又俊祭洛、弥生後駅和剋、山4モ条活、IP西桑治、

こ世散布地

210279 た県接跡 葛砺市宅居 籠支 銀
一
隠支散布れ

① 210462 梅原胡摩堂遺跡 南砺市梅原、宗守 隠文中、縄文後、縄文晩、弥生中、古代、中世、近世 有
縄文中散布地、縄文後散布地、縄文晩集落、弥生甲散布地、

占代集落、古代田畑、中世集落、近世集落

210457 晦原加智坊遺跡 覇砺市 岳原寧 ]智 饉支後、縄支晩、平安、中世、近世 饉支後集落、縄文晩散布地、平安集落、中世築落、近世

210245 ヨ屏潰跡 雪砺市田房 観笠、青代、中壮、折世 有 機立散布拍、青代散布地、中世築落、折世集落

一声 、古代、

210226 居遺跡 雪砺市安居 ホ生髯 生終墓

① 210456 梅原安丸Ⅲ遺跡 南砺市梅原字安丸 電文後、縄文晩、古墳中、古代、中世、近世 有
鶴文後散布地、縄文晩散布地、古墳中集落、古代散布地、中世集落、

210232 書法寺古墳群 南砺市安居、福詭町 延
【
占墳古

210238 了砺市安居 後、飛鳥白鳳、奈農 後古婚、飛 亀白鳳窯、奈里窯

210243 手実摩寺駄 粛砺市幸実 右 平等散布 m、 市仕集落、折仕散布地

〇 210459 梅原落戸遺跡 南砺市権原字落戸
電共 甲、縄 X僚 、縄 又 H9■、山頃 、余 良 、十 女 、IPど、
二世 、近代

有
隠文中散布地、縄文後集落、縄文晩散布地、古墳散布地、奈良集落、

平安集落、中世集落、近世集落、近代集落

① 210242 寺家新屋敷館跡 南砺市やかた 電文、縄文晩、弥生前、古代、中世、近世 有
隠文散布地、縄文晩散布地、弥生前散布地、古代散布地、中世城館、

210451 毎原安丸 V遺跡 南砺市梅原字安丸 電文、古代、中世、近世

210453 原安丸遺 南砺市イ 後、中 1 近世 こ後散布地、中世集落、近世散本
210258 へ埃潰麻 商砺市人壕 縄支散布地、古代散布地、中世散布地

∩ 210257 寺家遺跡 鍵 態笠鋭希れ、古 It散希凱、中世散布艶、折世散希凱

210270 安北2遺跡 南砺市広 古代、中世 銀
い

210262 ヨ尻北遣膝 砺市田尻 古代、中世、近世 :散布地、中世散布地、近世散布地

院林北潰跡 商砺市院林 中世、丑世 右

と希鋤

表 1 院林遺跡周辺の遺跡



85m、 南北62～63mの規模をもつ。堀は幅 5～ 6m、 深さ2～ 3mを測り、堀の内狽Jに は土塁がめぐる。遺物は15世

紀以降のものが主体となり、館の主体者は越中守護桃井直常の家臣、田中権左衛門貞行とその子孫との伝えがある。

この他、梅原安丸V遺跡⑮ (13世紀～14世紀)では船着場を確認しており、河川を利用した物資の移動が想定され

ている他、梅原胡摩堂遺跡では13世紀初頭の木楕墓や土葬墓が、また梅原安九遺跡⑬ (15世紀～16世紀)では火葬施

設と考えられる焼骨を含んだ土坑が確認され、火葬及び埋葬方法の実態が示されている。

第 3節  院林郷 と院林氏
院林郷は承暦二年 (1078)頃 に成立した石黒庄を構成する10箇庄のうちの1庄である。石黒庄は後三条天皇の御願

寺である円宗寺を本家とし、領家職は3つに分割されて院林郷は太海郷と共に醍醐寺遍智院となる。鎌倉幕府の成立

後、院林郷にも地頭職が置かれており、元久元年 (1204)に地頭職が停止されている。

建暦元年 (12H)には「院林二郎」が院林、太海両郷の惣追捕使職を鎌倉幕府により安堵されており、これが院林

氏に関する記事の初現となる (関東御教書 醍醐寺文書)。 元久元年以降、院林郷に地頭職は置かれていなかったが、

1221年の承久の乱に際して院林郷の公文職である「政家」が京方に付いたため乱の後解任され、新たに「小野沢大次

郎実綱」、「同四郎実重」、「同五郎盛実」が地頭職として院林・太海領郷に配される。しかし、正嘉元年 (1257)イこ院

林郷の雑掌「右衛門尉家時」が地頭職の停止を求めて小野沢氏と争論を起こしており、「家時」の主張が認められて

再び地頭職は停止される (関東下知状案 醍醐寺文書)。

嘉元四年 (1306)に は院林郷の代官「家貞」と雑掌「祐円」が所務争論を行っており、そのときの地頭として「院

林左衛門尉家咋」とその息子「宗継」が記載される (関東下地状 醍醐寺文書)。 先述の「院林二郎」以来、約100年

を経ており、その間の動向や院林氏が地頭職に就いた経緯は明らかでない。

地頭職はその後院林氏に世襲されたと考えられ、元弦三年 (1333)に は「家咋」の子孫と考えられる「院林六郎左

衛門尉入道了法」が建武新政の政策の中で遍智院によって地頭職を停止されているが、建武三年 (1386)に は足利尊

氏により再び両郷の地頭職が安堵されている (院林了法言上状 三宝院文書)。 その後「了法」は足利尊氏に従い、

子息「又六光利」と共に暦応三年 (1340)四 月の丹波国夜久野の合戦や続く六月の山門無動寺の合戦に参戦し、この

合戦で「又六光利」を失っている (関東御教書 。今川頼貞請文 三宝院文書)。「了法」についての記載は貞和二年

(1346)の 院林郷地頭職の実否糾明を最後とし (関東御教書 三宝院文書)、 その後の消息は明らかでは無い。以降、

院林氏に関する記事は確認できず、14世紀中葉を最後に程なく没落したものと考えられる。

参考・引用文献

医王山文化調査委員会編 1993年 F医王は語る』福光町教育委員会

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所 19銘年『梅原胡摩堂遺跡発掘調査報告 (遺構編)」

財回法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所 1996年 F梅原胡摩堂遺跡発掘調査報告 (遺物編)』

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所 1996年『梅原加賀坊遺跡・久戸遺跡・梅原安九遺跡・田尻遺跡発掘調査報告』

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所 2003年 F平成12年度 東砺波郡福野町 安居窯跡群』
富山県史編纂委員会 1984年『富山県史』通史編Ⅱ中世

富山県埋蔵文化財センター 2006年 『富山県中世城館遺跡総合調査報告書』

西井龍儀 1985年「砺波平野進出の足跡―周辺地域の考古資料から 」『砺波散村地域研究所研究紀要』第2号 砺波市立砺波散村地域研究所
福野町史編纂委員会編 1991年 F福野町史』通史編

福野町教育委員会 1988年 『寺家新屋敦館跡赳

福野町教育委員会 1997年『富山県 福野町埋蔵文化財分布調査報告書Ⅱ 平成 8年度』
福光町教育委員会 1997年『梅原加賀坊遺跡 I・ 梅原胡摩堂遺跡群 I。 梅原落戸遺跡群Ⅳ・梅原安丸遺跡群Ⅲ』県営低コスト化水田農業

大区画ほ場整備事業 (梅原地区)に伴う埋蔵文化財包蔵地の発掘調査報告 (7)



第 2章 調査に至る経緯と経過

第 1節 調査に至る経緯
主要地方道砺波福光線は、県西部の主要都市である砺波市、南砺市 (旧福野町、福光町)の中心市街地を結び、国

道156号 と304号を連絡する延長12.8k mの 幹線道路である。また、北陸自動車道砺波 IC、 東海北陸自動車道福光 I

Cへのアクセス道路ともなっている。しかし、幅員狭小で慢性的な渋滞があることや歩行者の安全確保の面から早急

な整備が求められている。現在までに、砺波福野間の4車線化工事などが順次実施されてきている。

今回発掘調査を行つた、寺家地区から田尻地区に至るおよそ1400mの区間においては、平成12年に都市計画決定が

なされている。この区間は住宅密集地があり、またJR城端線が並行 して走ることから、現位置での拡幅余裕がない

ので、新たに北側に幅員20mのバイパス道路を建設するというものである。その後、平成14年には事業採択がなされ、

調査、設計、用地交渉等が行われてきた。

バイパスルート上には、周知の遺跡として寺家遺跡、寺家廃寺跡、院林遺跡、田尻北遺跡の4箇所が遺跡地図に記

載されている。しかし道路起点と終点位置の制約などによって路線位置はおのずと決定され、遺跡を回避する事は事

第 3図 路線図と周辺の遺跡 (Si1/12,500)
0                                            500m

No 遺跡名 時  代 これまでに確認された主な遺構・遺物

① 寺家遺跡 古代、中世、近世 柱穴、土坑、井戸、溝など土師器・須恵器・青磁、珠洲、近世陶磁

@ 寺家廃寺跡 古代 礎石 (市指定文化財)

① 院林遺跡 古代、中世、近世 柱穴、土坑、溝など土師器・須恵器、青磁、珠洲、近世陶磁

⑩ 田尻北遺跡 古代、中世、近世 土師器・須恵器、珠洲、近世陶磁

表2 路線内遺跡の概要 (No.は第2図の番号と対応する)



実上不可能であった。そのため遺跡の保護策については記録保存対応とならざるを得なかった。

平成16年 3月 、福野町教育委員会 (当時)は富山県の依頼を受け、道路用地買収の完了した寺家地区の一部で試掘

調査を実施し、対象区域に遺構・遺物が存在することを確認した。同じく、平成17年 9月 には、南砺市教育員会が旅

川以西の延長400mの区間で試掘調査を実施し、ここでも対象区域の全域にわたって遺構 。遺物が存在することを確

認した。出土した遺物から、遺跡の年代が分布調査での推定どおり古代～中世を中心とするものであることが確認で

きた。

なお、試掘調査の実施に先立つ平成17年4月 から5月 にかけて、市教委では路線内の水路新設工事に伴う立会い調

査を実施した (1.2× 50m)。 工事の掘削に伴い奈良・平安時代の土師器・須恵器、中世土師器皿、珠洲、青磁などの

遺物と、溝、柱穴などの遺構が見つかり、記録保存を行つている。

これら調査結果を受けて、平成18年3月 に富山県と南砺市の間で、院林遺跡4,300ポについて本発掘調査の委託契約

を締結し、4月 以降院林遺跡において本発掘調査を実施することとなったのである。すでに南砺市教育委員会では、

平成18年度分の直営調査として県営ほ場整備関連の本調査を計画していたことから、院林遺跡の本調査については民

間調査会社への業務委託で対応することとした。

No, 延長m 検出遺構 出土遺物

lT 穴 7

2T
穴 5、 溝ユ

土坑 1
須恵器、土師器、

近世陶磁器

3T 277 穴 3、 溝 1
須恵器、土師器、珠洲

中世土師器皿

4T 157 穴 6、 溝ユ
須恵器、土師器、

近世陶磁器

5T 穴 8、 溝 1 須恵器、土師器

6T 溝 ユ 須恵器、土師器

7T 穴 6 須恵器、中世土師器皿

8T 谷跡か 須恵器、土師器

9T 穴 1、 土坑ユ 土師器

10T 溝 ?ユ
須恵器、土師器、珠洲

中世土師器皿

1l T 穴 1 須恵器、土師器、青磁

12T 土坑 2 中世土師器皿

13T 穴 5 須恵器、土師器

14T 谷跡か 珠洲

15T 水路跡 ユ
須恵器、土師器、珠洲、

中世土師器皿

16T 谷跡か 須恵器、土師器

17T 穴 7、 溝 1

第4図  院林遺跡 試掘 トレンチ配置図 (S:刊 /2,000) 表 3 試掘 トレンチー覧



第 2節 調査の経過 (日誌抄録 )

調査区設定

現況測量

～25日 (火)表土掘削及び排土移動

シルバー人材センター福野支所において、新規入場

者教育実施

表土掘削開始 地盤高測量及び地区杭打設

人力掘削開始 排水溝掘削実施

排水溝掘削継続

包含層掘削及び遺構検出開始

〔1地区〕

4月 12日  lk)

4月 13日  ◆卜)

4月 19日  (水 )

4月 21日 (金 )

4月 25日 (火 )

4月 26日 (水 )

4月 27日 (木 )

5月 1日 (月 )

SD250掘削作業

6月 22日 (木 )SD260掘削開始

6月 27日 (火)SB50かまど掘削開始

6月 28日 (水)S1350か まど遺物出土状況図作成

SD300青磁蓋出土

7月 7日 (金)sD250掘削完了

7月 12日 (水)SR640掘削開始

7月 21日 (金 )sD260掘削完了

7月 23日 (日 )SR640掘削完了

7月 25日 (火)調査区清掃開始

6月 2日

6月 5日

6月 7日 (水 )

6月 13日 (火 )

6月 14日 (7k)

6月 19日  (月 )

金

　

月

Si350検出状況

包含層掘削完了

遺構検出完了 遺構検出状況写真撮影

東端より遺構掘削開始

還構掘削作業

SB50掘削開始

S1350床 面遺物出土状況作成

SD250 1層掘削開始

SD250 Ⅱ層掘削開始

8月 2日

8月 5日

8月 7日 (月 )

8月 9日 (水 )

8月 ■日 (金 )

8月 21日 (月 )

8月 24日 (木 )

水

　

土

SD260滞水朔犬況

現地説明会準備

第 1回現地説明会開催 140名の参加を数える

補足調査開始

S1350貼床掘削開始

S1350完 掘状況写真撮影

埋め戻し作業開始

1地区現地調査完了

8月 1日 (火)第 1回航空写真測量実施



〔2-1・ 2地区〕

8月 2日 (火)廃土搬出作業

8月 3日 (水)表土掘削開始

8月 7日 (月 )調査区壁面成形及び排水溝掘削

8月 8日 (火)包含層掘削開始

8月 10日 (木)地区杭打設

8月 23日 (水)遺構掘削開始

10月 23日

10月 27日

遺構掘削作業

9月 20日 (水 )SD260下層掘削開始

9月 25日 (月 )SR791掘削開始

9月 26日 (火)SD260掘削完了

10月 5日 (木 )SD800掘削開始

第 3節 整理作業
整理作業は、現地調査と並行して現場事務所にて遺物洗浄作業を実施し、

化財調査部整理室にてその後の作業を実施した。業務内容は、注記・接合、

である。

SR791掘削完了

調査区清掃開始

第 2回航空写真測量実施

現地説明会準備

第2回現地説明会開催 79名の参加を数える

補足調査開始

補足作業完了 2-1・ 2地区現地調査完了

表土除去

包含層掘削及び遺構検出

遺構掘削開始

SR690遺物出土状況

遺構掘削完了 西区埋め戻し開始

埋め戻し完了 2-3地 区現地調査完了

現地調査終了後は株式会社アーキジオ文

実測・トレース、版組・原稿執筆、印刷

10月 6日 (金 )

10月 7日 (土 )

10月 11日  (水 )

10月 12日  (水 )

10月 14日 (土 )

10月 16日  (月 )

10月 17日  (火 )

〔2-3地 区〕

10月 18日 (水 )

10月 19日 (木 )

10月 20日 (金 )

8月 29日

9月 8日

9月 11日

火
　
金

　

月

遺構検出作業

包含層掘削完了

遺構検出完了 遺構検出状況写真撮影。

東端より遺構掘削開始 SD260掘削開始

月

　

金

現地調査参加者



第 3章 調査の成果

第1節 調査区の設定と基本層序
調査地は、主要地方道砺波福光線の予定路線内で南西から北東方向へと緩やかに弧を描き、北東隅で県道245号線

と接続する。対象面積は4,300♂である。調査地を寺家地区と院林地区の境を走る道路によって東西に分け、寺家地

区を 1地区、院林地区を2地区と呼称した (第 6・ 7図 )。

調査地内における地区割りは、 2地区南西隅の座標X=64860。 Y=-23000を それぞれXO・ YOと して調査地内に

10m間 隔で地区杭を打設した。また、10m四方の 1区画は、南西隅の杭をもってその区画名としている (第 7図 )。

調査前の地目はいずれも水田で、標高は 1地区が約57.6m、 2地区が57.5飢 とほぼ水平となる。遺構検出面に至る

までの層序は、 1地区と2地区でやや異なった様相を示す。 1地区では水田耕作土 (第 5図 I層 約0.2m)を 取り

除くと遺物包含層 (第 5図 Ⅱ層)がほとんど認められずに遺構検出面に達し、耕地整理時に広範囲にわたり削平を受

けている状況が認められる。 2地区ではY60よ り東側で耕地整理時の整地上 (第 5図 Ⅲ層 約0.2m)が認められ、

西側では黒褐色の自然堆積土 (第 5図Ⅳ層)が認められる。Ⅳ層中からの遺物の出土は無いが、XOYOのⅣ層直上で

縄文土器深鉢が 1点出土している (第29図 248)。

1・ 2地区共に耕地整理時の削平や盛土による地形の平坦化は著しく、現在の景観から遺跡の営まれた当時の地形

を推測するのは困難な状況にある。

第 2節 調査の概要
今回の院林遺跡の調査では、 7～ 9世紀を中心とする古代と、12～ 14世紀を中心とする中世の2時期の遺構を同一

遺構面において確認した。

主要な遺構として、古代では、竪穴住居 1棟、掘立柱建物 5棟、土坑 6基、自然流路 2本等がある。当該期の遺構

は、西は S R690、 東はS D250の範囲に広がり、特にS R640よ り東側に竪穴式住居や掘立柱建物など主要な遺構が

集中する。 S R640よ り西側となる2地区の調査では、いくつかのピットから当該期の遺物が出土しているものの、

その出土量は少ない。

中世では主要な遺構として掘立柱建物 3棟、土坑 2基、大溝 3本、溝 7本、自然流路 1本等がある。 S D250。 260

の大溝によって区画された集落が広がり、古代と同様に西側に至るほど遺構は希薄となる。大溝はS D800を 除いて

流水状況を積極的に示す証左は無く、常に滞水状態にあつたものと考えられる。

黄灰色粘質土層 (耕作土)
にぶい黄掲色粘質土層 (包含層)

Ⅲ25Y5/2 明灰黄色粘質上層 (整地土)
iV iOYR2/2黒 掲色粘質土層

院林遺跡 基本層序 (S:1/40)

1 2 5YR5/1

第 5図
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第 3節 遺構

竪穴住居

S1350(第 9図 写真図版 9)

X30,Y140～ 150で検出したやや南北方向に長い方形の竪穴住居である。南北約3.Om、 東西約2.5m、 床面までの

深さ約0,2mを測る。床面西側の約半分を貼床とし、床面からの深さ0.15～ 0.2m測 る (第 9図③層)。 かまどは竪穴住

居の南東隅に一部地山を掘り残し、貼土により構築する。南狽1に煙出しを設けるが、中世のピットに切られる。天丼

部等は確認できず、かまどの袖が一部残るのみであった (第 9図⑫層)。 かまど内には約0.lmの焼土層が堆積し、支

脚は確認できなかった。床面では、かまど以外に土坑 1基を検出したのみで壁周溝や柱穴等の遺構は確認できず、ま

た顕著な硬化面も認められなかった。土坑 (S1350-S Kl)1よ 、かまどの北側に隣接し、長軸約0.9m、 短軸約0.6m、

床面からの深さ約03mを測る。遺物はかまどおよび土坑内からの出土が大半で、土師器甕の破片に限定される。 2

個体の土師器甕を図化した (第21図 1・ 2)。 8世紀後葉～ 9世紀初頭と考えられる。

掘立柱建物

S B01(第 10図 写真図版10)

X20。 Y170～ 180で検出した 2間 × 1間の掘立柱建物である。南北方向に主軸をもち、柱間は東西2.1～ 2.4m、 南

北約2.4m、 床面積は約10,86♂ を測る。建物の軸方位はN-96° 一Wである。柱穴は小規模な円形で、径0.3～ 0.4m、 深

さ0.1～ 04mを測り、柱痕は認められない。遺物はS B01-Pl・ S B01-P2か ら土師器皿等が少量出土したが、図化

に耐えうる遺物は無い。出土遺物から12世紀後葉～13世紀中葉と考えられる。

S B02(第 10図 写真図版10)

X20～ 30・ Y180で検出した 2間 × 1間の掘立柱建物である。東西方向に主軸をもち、柱間は東西約23m、 南北約

2.5～ 2,7m、 床面積は約12.42♂ を測る。建物の軸方位はN_5° 一Eである。柱穴は小規模な円形で、径0.3～ 0.4m、 深

さ0。 1～02mを測り、柱痕は認められない。遺物は S B02‐ P6か ら土師器皿の小片が数点出土した。柱穴や建物の規

模、軸方位などからS B01と 一連の掘立柱建物と考えられ、12世紀後葉～13世紀中葉と考えられる。

S B03(第 11図 写真図版10)

X30。 Y120で検出した 2間 × 1間以上の掘立柱建物である。建物の北側は調査区外に広がり、南北方向に主軸を

もつ。柱間は東西1.7～ 1.9mを 測り、建物の軸方位はN‐ 5° …Eである。柱穴は方形で、径0.6m～ 0.7m、 深さ0.1～ 0.2

mを測り、柱痕はS B03-Pl・ P2で確認した。柱痕は径約0.2mで、柱材は残つていなかった。遺物はS B03-P3か

ら土師器、黒色土器片などが数点出土し、土師器高杯 1点 を図化した (第21図 8)。 軸方位はS B02と 近いが、柱穴

の規模が大きいことや、出土遺物から判断して 8世紀代と考えられる。

S B04(第 11図 写真図版10)

X30・ Y130で検出した 2間 × 1間以上の掘立柱建物である。建物の北側は調査区外に広がり、南北方向に主軸を

もつ。柱間は東西2.1～ 2.5mを 測り、建物の軸方位はN_14° _Wである。柱穴は方形で、径0.5m～ 0.7m、 深さ0.2～ 0.4

mを 測 り、柱痕は認められない。遺物の出土は無かつた。柱穴の規模や軸方位から判断して古代 と考えられ

る。

S B05(第 11図 写真図版 10)

X30～ 40・ Y150で検出した 1間 × 1間以上の掘立柱建物である。建物の北側は調査区外に続き、南北方向に主軸

をもつ。柱間は南北2.9m、 東西3.8mを 測 り、建物の軸方位はN-5° ―Eである。柱穴は小規模な円形で、径0.3～

′」



貼床
①10YR3/3 暗褐色粘質土層
②10YR3/1 黒褐色粘質土層
③10VR371 黒褐色粘質土層(2 5YR″ 6明黄褐色粘質上ブロック多く含み、ややしまる)
④25Y4/1 黄灰色粘質土層(10YR5/4にぶい黄褐色結質土ブロック少二含み、ややしまる。焼土含む)
⑤10YR3/3 暗掲色粘質土層(loYR5/2暗褐色粘質土ブロック少量含み、焼土・炭化物少量含む)

0              (S:1/40)            2 0m

⑥ iOYR3/2 黒褐色粘質土層
②75Y4/2 灰褐色シルト層(焼土・力湖ヒ物少量混入)
③75YR6/41こ ぶい橙色粘質上層(焼上が主体となる)
③ iOYR3/2 灰白色粘質土層(焼上、②層混入)
⑩5Y5/6  明赤褐色粘質土層(焼土層、非常に硬くしまる)
⑪10YR4′1 掲灰色砂質土層(やや粘質あり)

1(1/6) ⑫2ひおЮ 黄褐色粘質土層(25Y8/4浚 責色粘土プロック混入)

。|

■
2(1/6)

鬱
員

（霊

⑤

′Y

第9図 Si350遺構図 (S:1/4・0)。 遺物出土状況図 (S:1/20)
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0.5m、 深さ0.2～ 0.5mを測り、柱痕はS B05-P3・ P4で確認した。柱痕は径約0.2mで、柱材は残っていなかった。

遺物はS P05-P2か ら白磁碗の細片、 S P05-P3か ら珠洲焼鉢が出土し、 S P05-P3の 珠洲焼鉢 1点 を図化した

(第21図 7)。 S D300に切られることから、12世紀後葉～13世紀中葉と考えられる。

S B06(第 12図 写真図版10)

X30。 Y150で検出した2間 ×2間の掘立柱建物である。東西方向に主軸をもち、北東側の柱穴は暗渠に切られる。

柱間は東西1.8～ 2.4m、 南北1.6～ 2.Omを測り、柱痕はS B06-P2で確認した。柱痕は径約0.2mを測る円形で、柱材

は出土しなかった。建物の軸方位はN-66° ―Eである。柱穴は方形あるいは円形で、径約0.5m、 深さ0.2～ 0,4mを測

る。遺物はS B06-P4・ P5か ら須恵器・土師器などの細片が出土し、 S B06-P4の須恵器杯 1点 を図化した (第

21図 9)。 7世紀後葉～ 8世紀中葉と考えられる。

S B07(第 12図 写真図版10)

X20～ 30。 Y140～ 150で検出した 2間 ×2間の掘立柱建物である。東西方向に主軸をもち、柱間は東西約2.lm、

南北約1.5～ 1,7mを 測り、柱痕は確認できなかった。建物の軸方位はN‐66° ‐Eである。柱穴はやや不整形な円形で、

径約0.5m、 深さ0.2～ 0.4mを測る。遺物はS B07-P2・ P4か ら土師器の小片が出土したが、図化に耐えうる遺物

は無い。北東隅の柱穴が S1350に切られることから、 8世紀中葉を下限とする。

S B08(第 13図 写真図版10)

X30・ Y130～ 140で検出した2× 2間の掘立柱建物である。東西方向に主軸をもち、南面よりも北面が長く、西面

の柱穴は確認できなかった。柱間は南北2.0～ 2.2m、 東西約2.lm、 床面積約11.9♂を測り、柱痕はS B08-P2で確認

した。柱痕は径約0.2～ 0,3mを測る楕円形で、柱材は残らなかった。建物の軸方位はN_20° _Wで ある。柱穴は楕円

形で、径0.4～ 0.8m、 深さ0.2～ 0.5mを測る。遺物はS B08-P3・ P6か ら須恵器や土師器の小片が出土したが、図

化に耐えうる遺物は無い。柱穴の規模や出土遺物、軸方位から判断して、古代と考えられる。

土坑

S K 160(第 14図 写真図版11)

X40。 Y180で検出した南北方向に長い楕円形の土坑である。長軸約1.8m、 短軸約1.5m、 深さ約0,4mを測り、南

北方向に主軸をもつ。西側をS D 155に切られる。断面は凹凸のある不整形な底面から外側に開いて立ち上がる。埋

土は3層 に分かれる。遺物は③層を中心に土師器の細片が出土したが、図化に耐えうる遺物は無い。出土遺物から判

断して古代と考えられる。

S K428(第 14図 写真図版11)

X30・ Y150で検出した長円形の土坑で S B06内 に位置する。長軸約1.5m、 短軸約1.lm、 深さ約0.2mを測り、ほ

ぼ南北方向に主軸をもつ。断面は凹凸のある底面から緩やかに丸みをもって立ち上がる。埋土は単層である。遺物は

土師器・須恵器などが出土し、須恵器郭蓋 (第21図 5)を 図化した。 7世紀前葉～中葉と考えられる。

S K473(第 15図 写真図版H)

X20。 Y150～ 160で検出した長円形の土坑である。長軸約1.4m、 短軸約1.Om、 深さ約0.3mを測り、南西―北東方

向に主軸をもつ。北西隅はS P472に切られる。断面はほぼ平坦は底面から直線的に外側に立ち上がる。埋土は単層

である。遺物は土師器や黒色土器などが出土し、土師器奏・黒色土器高郭の 2点 を図化した (第21図 3・ 4)。 7世

紀代と考えられる。

S K474(第 15図 写真図版H)

X20。 Y160で検出した北端側がやや狭 くなる長円形の上坑である。長軸約1.lm、 短軸約0,9m、 深さ約0,2mを測

′び



▲

第11図 SB03・ 04・ 05遺構図 (S:1/50)

′/



rEE「
■

Ш
。
0,と
と
e

６里ｒあ）国蝉四卜０・ｏＯ口の　回響根

OO



一
ｉ。
」
Ｆ
‐
‐
　
　
　
　
一
・
。

ＤＳ

　

一ｍ

57,水阜i〒―

i                                                                                                        

ざ
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り、南北方向に主軸をもつ。断面はほぼ平坦な底面から直線的に外側へと立ち上がる。埋土は単層である。遺物は土

師器甕の胴部片が少量出土したのみで、図化に耐えうる遺物は無い。 7世紀代と考えられる。

S K475(第 15図 写真図版11)

X20。 Y160で検出した長円形の土坑である。長軸約1.4m、 短軸約0.9m、 深さ約0.lmを 測り、S K473と ほぼ同一

軸の北西―南東方向に主軸をもつ。断面は平坦な底面から直線的に外側へと立ち上がる。坦土は単層である。遺物は

土師器甕の胴部～底郡片や須恵器杯蓋の細片が出土したが、図化に耐えうる遺物は無い。 7世紀代と考えられる。

S K477(第 15図 写真図版11)

X20。 Y160で検出した北側がやや狭くなる長円形の土坑である。長軸約1.Om、 短軸約0,7m、 深さ約0,lmを測り、

北西―南東方向に主軸をもつ。断面は平坦な底面から外狽1に開いて立ち上がる。埋土は単層である。遺物は土師器甕

の胴部～底部片が出土したが、図化に耐えうる遺物は無い。 7世紀代と考えられる。

S K799(第 15図 写真図版11)

X30。 Y40で検出した長円形の土坑である。長軸約2.lm、 短軸約1.4m、 深さ約08mを測り、東西方向に主軸をもつ。

西端をS R791に 切られる。断面は東側で 1段深く落ち込み、底面は平坦である。埋土は3層 に分かれる。遺物は③層

から土師器の細片が1点出土したのみで、図化に耐えうる遺物は無い。出土遺物から判断して中世と考えられる。

S K823(第 15図 写真図版11)

X30。 Y50～ 60で検出した不整形な土坑である。長軸2.3m以上、短軸1.5～ 1.8m深さ約03mを測り、南北方向に主

軸をもつ。断面は九みのある底部から立ち上がる。埋土は2層 に分かれる。遺物は①層から土師器など数点が出土し、

土師器皿1点 を図化した。(第21図 6)。 中世と考えられる。

大溝

S D 250(第 8,17図 写真図版12・ 14)

X20～ 50・ Y160～ 170で検出した南北方向に延びる大溝である。幅6.8～ 7.4m、 深さ0.5～ 0.7mを 測る。X40以北で

は西方向にやや屈曲する。南側は調査区外へと続き、北側は撹乱に切られる。S D280を切る。断面は平坦な底面か

ら緩やかに立ち上がる。溝底面の比高差は約0,2mで北側が低くなり、南から北方向の流れとなる。大溝の東側はテ

ラスとなり、ピット1基を除いて同時期の遺構を確認していない。このテラスは、X40で西へと屈折して無くなる。

埋土は3層 に大別され、下層の粘質土 (⑥～③)層、中層の中央に硬く締まった砂礫 (⑤)層、上層の粘質土 (②～

④)層 となる。遺物の大半は砂礫層からの出土で、北に至るほど出土量は少なくなる。土師器、珠洲焼、輸入陶磁器、

石製品、鉄滓などが出土し、27点 を図化した (第21・ 22図 10～ 36)。 14世紀中葉を下限とする。

S D260(第 8・ 16図 写真図版12・ 13・ 15)

X20,Y40～ 160で検出した東西方向に延びる大溝である。東西約120mにわたつて確認し、幅4.8～ 6.4m、 深さ0.5～

0.8mを測る。西端はS R 791に切られる。大溝の配置には規則性が認められ、Y160付近で南側に折れて調査区外へ

続く。また、Y130で も東西方向の溝から南へと分岐し、調査区外へと続く。南側に延びる部分の幅は2.2～ 2.8mと 東

西方向の溝よりも狭くなる。他の遺構との切り合い関係では、S R640,690を 切り、S R791に切られる。断面は平

坦な底面から緩やかに立ち上がり、Y140～ 150では、両肩にテラスを設ける。溝底面の比高差は東西端で0.lm以下

とほぼ水平のため流れの方向は不明である。埋土は畔d― d'間周辺でラミナを含む複雑な堆積を示す他は、粘質土

の水平堆積を基調とする4層に分かれる。遺物はY140～ 150での出土が比較的多く、西へと行くほど出土量は少なく

なる。土師器、珠洲焼、輸入陶磁器、鉄津などが出土し、27点 を図化した (第22図 37～ 63)。 14世紀中葉を下限とす

る。
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SK474 ① 10YR5/4 1こぷい黄褐色粘質土層(炭化物微量含む)

SK477 ① 10YRS/3 にがい黄掲色格質土層(力湖し物徽量含む)

SK473 ① 10YRS/4 1こ ぶい黄掲色粘質土層(力湖ヒ物微量含む)

SK475 ① iOVR3/3 茶褐色粘質土層(地山ブロック少量混入、炭化物・焼土徹量含む)

b

よ

①10YR3/9 暗褐色粘質土層(地山ブロック・炭化物少二含む、鉄分沈着)
②75Y411 灰色粘質土層(炭化物少二含む)

留

SR791  ① 10YRS/4 1こ ぶい責褐色砂質土層

SKЮ9[§帯学誘1冨琶息豊三言層i絣阻粘性強→

① ①

②

③

一
④

第15図 SK473・ 474・ 475。 477・ 799・ 823 遺構図 (S:1/40)

2 0m
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S D800(第 8・ 17図 写真図版13・ 14)

XO～ 20。 Y10～ 20で検出した南北方向に延びる大溝である。幅3.0～ 3.6m、 深さ約0.8mを測る。X20以北で東側

に屈曲し、撹乱の及ばないXO～ 10では東肩にテラスを設ける。北端で S R791に切られる。断面は平坦な底面から外

反して立ち上がり、溝底面の比高差は南北端で0.lm前後とほぼ水平となるが、埋土の地積状況から判断して南から

北方向の流れと考えられる。埋土は4層 に分かれ、③層にはラミナが認められる。遺物は土師器、珠洲焼など数点出

土し、 2点 を図化した (第22図 64・ 65)。 出土遺物から判断して、15～ 16世紀を下限とする。

溝

S D10(第 8・ 19図 )

X20,Y180～ 190で検出した南から北東方向に屈曲して延びる溝である。調査区外へ続き、 S D20に切られる。幅

約1.2m、 深さ約0.2～ 0.3mを測る。断面は平坦な底面から緩やかに立ち上がり、埋土は 3層 に分かれる。遺物は④層

からの出土が大半を占め、土師器、珠洲焼などが出土し、10点を図化した (第23図  66～ 75)。 13世紀前葉～後葉と

考えられる。

S D20(第 8・ 19図 )

X20～ 30。 Y180～ 190で検出した。南南西から北北東方向に延びる溝で、南は調査区外に続き、北は撹乱に切られ

る。幅約0,7m、 深さ約0,3mを測る。断面は平坦な底面から直線的に立ち上がり、埋土は2層 に分かれる。遺物は土

師器や珠洲焼などが少量出土し、土師器皿 1点 を図化した (第23図 76)。 13世紀代と考えられる。

S D90(第 8・ 19図 )

X20～ 30・ Y170～ 180で検出した南東から北方向へと屈曲する溝である。 S B01を切る。幅約0.4m、 深さ約0.lm

を測る。断面は凹凸のある底面から九みをもって立ち上がり、埋土は単層となる。遺物は土師器の細片が少量出土し

たのみで、図化に耐えうる遺物は無い。13世紀代と考えられる。

S D 155(第 8・ 14図 )

X40。 Y180で検出した。南北方向へと続く溝で、南側を撹乱に切られ北狽Jは調査区外へと続く。幅04～ 0.5m、 深

さ約0.2mを 測る。断面は平坦な底面から直線的に立ち上がり、埋土は 2層 に分かれる。遺物の出土は認めらない。

平行するS D156が S D420を 切ることから、14世紀中葉以降と考えられる。

S D262(第 8・ 19図 写真図版16)

X20・ Y140～ 150で検出した西から南へと屈曲する溝である。南は調査区外に続き、 S K263を切る。幅約0,4m、

深さ約0.2mを測る。断面は平坦な底面から九みをもって立ち上がり、坦土は単層となる。遺物の出土は認められな

い。S D260と 平行することから中世と考えられる。

S D280(第 8,17・ 19図 写真図版 16)

X20～ 50・ Y160で検出した南北方向に延びる溝である。S D250と 平行するように北側で弧状に膨らんで西へと屈

曲し、 S D250に切られる。幅約0。7m、 深さ約0.2mを 測る。断面は平坦な底面から直線的に立ち上がり、埋土は2層

に分かれる。遺物は土師器、珠洲焼などが少量出土し、珠洲焼鉢 1点 を図化した (第23図 77)。 出土遺物から13世紀

後葉～14世紀中葉と考えられ、切り合うS D250と 顕者な時期差は認められない。

S D300(第 8,18図 写真図版16)

X20～ 40・ Y150～ 160で検出した南東から北方向に延びる溝である。幅約0.8m、 深さ約0.2mを測り、調査区北端

では幅約2.8mと 広 くなる。断面はやや凹凸のある底面から九みをもって立ち上がり、埋土はX40以南では粘質土の

単層で、幅が広くなる部分では3層 に分かれて下層に硬く締まった砂礫層 (③層)が堆積する。遺物は③層を中心と

22
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して土師器、珠洲焼、輸入陶磁器、金属製品などが出土し、14点を図化した (第23図 78～ 92)。 13世紀後葉～14世紀

中葉と考えられる。

S D 303(第 8・ 19図 写真図版16)

X30・ Y140～ 160で検出した東西方向に延びる溝である。S D300。 400を切る。幅0.4～ 1.Om、 深さ約0.2mを測る。

断面は平坦な底面から緩やかに立ち上がり、埋土は単層となる。遺物は土師器の細片が少量出土し、土師器皿 2点を

図化した (第23図 93・ 94)。 遺構の切り合い関係から判断して、14世紀中葉以降と考えられる。

S D400(第 8・ 19図 写真図版16)

X30・ Y120～ 150で検出した溝である。Y160で S D300か ら分かれて東西方向に蛇行して延びる。幅0.6～ 0.8m、

深さ約02mを測る。断面は凹凸のある不整形な底面で、立ち上がりも一定ではない。埋土は単層となる。遺物は土

師器、珠洲焼などが少量出土し、土師器皿 2点を図化した (第23図 95。 96)。 12世紀前葉と考えられる。

S D420(第 8,19図 写真図版16)

X40・ Y160～ 170で検出した南東から北西方向に延びる溝である。両端は撹乱に切られ、一部を確認したのみであ

る。幅約1.Om、 深さ約0,2mを測る。断面は平坦な底面から緩やかに外側に開いて立ち上がり、埋土は単層となる。

遺物の出土は無かつた。S D260テ ラス北縁部と平行することから同時期と想定され、14世紀中葉を下限とする。

自然流路

S R 640(第 8・ 20図 )

X20～ 30・ Y100～ 130で検出した南東から北西方向へと流れる自然流路である。北東側の肩を確認したのみで、南

東側の肩は調査区外に続き、幅12.Om以上、深さ約1,Omを測る。埋土は流路の機能時に堆積した硬く締まった砂礫層

(⑤層)と、流路の機能停止後の堆積土層 (③・④層)の二層に大別される。また、⑤層から下では、同様の砂礫層

がY l17を東肩として南北方向に堆積するが、無遺物層 (⑥層)と なる。遺物は⑤層からの出土が大半を占め、③・

④層からの出土は少ない。須恵器、黒色土器、赤彩土器、土師器、製塩土器などが出土し、39点 を図化した (第24・

25図 97～ 135)。 出土遺物から9世紀後葉には流路としての機能を停止し、その後S D260掘削までに埋没したと考え

られる。

S R 690(第 8図 )

XO～ 30・ Y60～ 70で検出した南から北方向に流れる浅い自然流路である。幅8.5～ 10,Om、 深さ0,1～ 0.3mを測る。

埋土はS R640と 同様の硬く締まった砂礫層が浅く堆積する。遺物は須恵器・土師器が出土し、 8点 を図化した (第

25図 136～ 143)。 出土遺物中に9世紀代に下る遺物を含み、 9世紀後葉を下限とする。

S R791(第20図 )

X10～ 30。 Y10～ 40で検出した南から北方向へと流れる自然流路で S D260を切る。また、調査区の北端で北西方

向に分流し、 S D800を 切る。幅12～ 13m、 深さ約1,Omを 測る。埋土は下層に硬 く締まった砂礫層が厚 く堆積 し

(○・⑦層)、 その後は砂礫・砂質土層と有機物を含む粘質土が互層となる。遺物は① ⑫層を中心として須恵器、

土師器、珠洲焼、輸入陶磁器が出土し、⑬層からは近世陶器、木製品などが出土し、26点を図化した (第 25。 26図

144～ 169)。 S D260・ 800を切ることから、中世後半に氾濫し、17世紀後葉～18世紀中葉にかけて埋没したと考えら

れる。
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②
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にぶい黄褐色粘質土層

黒褐色粘質土層
黒褐色砂礫層 (径 1～ 10mmの 礫混入し、やや硬くしまる)

SD10・ 20

撃

SD262

第18図 SD300遺構図 (S:1/40)

SD280 E81:¥縣 罷磐癬 銅

SD90

SD90 ① 10YR3/2 黒褐色粘質上層(炭化物少二含む)
SP89 ② 10YR4/1 褐灰色絡質土層(地山ブロック少量含む)

だ

SD20 E81群誂籐麓騒星層
SDIO[§

1祥:酔麟g毒発三奪;:子」と手そど七手暉くしまれ

57500m

SD262 ① 10YR3/1 黒福色粘質土層(地山ブロック少量含む)
SK266 ② 10YR2/1 黒色粘質土層

SD400

SD303 ① 10YR373 暗褐色粘質土層
(地山ブロックとの互層)

p
SD420

p

② /③ ①

SD400 ① 10YR守3 1こぶい黄褐色粘質土層
SP627 ② iOYR3/1 黒福色粘質土層
SP623 ③ 10YR3/2 黒褐色粘質土膚(地山ブ白ック少二含む)

SD420 ①,OYR3/a 茶掲色粕質土層(地山ブロック少量含む)

o                                       20cm

SD280

①

②

①

2び

第19図 SD10・ 20・ 90・ 262・ 280・ 303・ 400。 420上層図 (Si1/40)
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程
度
)

⑩
25
Y5
/2
 
皓
灰
黄
色
シ
ル
ト 居
(粘
性
な
し
、し
ま
り
弱
い
)

⑪
5G
6/
2 
 
緑
灰
色
描
質
土
層
(地
山
7E
Hッ
ク
が
主
体
と
な
る
)

⑫
5G
6/
2 
 
緑
灰
色
絡
寅
土
層
(や
や
砂
粒
を
含
む
、ほ
ぼ
地
山
)

②
10
G6
/2
 
緑
灰
色
粕
質
土
層
(④
と
近
似
す
る
か
Э
よ
り
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
の
径
小
さ
い
)

⑭
75
Y4
/1
 
灰
色
粘
質
土
層
(l
JL
山
ブ
ロ
ッ
ク
、l
oV
R3
/1
黒
褐
色
粘
土
層
ブ
ロ
ッ
ク
混
じ
る
)

④
10
YR
S/
3に
ぶ
い
責
福
色
砂
質
土
肩
(救
径
2～
3m
m)

⑮
 i
OY
R5
11
褐
灰
色
枯
質
土
層
(⑮
層
混
入
)

②
75
YR
4/
2灰
褐
色
粘
賀
土
層
(有
機
物
層
の
jt
積
)

⑬
25
V4
/2
 
確
灰
黄
色
粕
質
土
層
(地
山
ブ
ロ
ッ
ク
少
量
混
入
)

⑬
25
Y9
11
 
黒
掲
色
油
質
土
層
(⑬
よ
t,
も
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
の
割
合
少
な
い
)

①
75
Y,
1 
灰
色
粘
質
土
層
(粘
性
弱
い
、し
ま
り
あ
t,
)

①
75
V3
11
 
オ
リ
ー
ブ
黒
色
粘
質
土
層
(粘
性
強
い
礫
含
む
)

⑫
75
Y4
/1
 
灰
色
粘
質
土
居
(砂
粒
を
少
量
含
む
、シ
ル
トに
近
い
)

⑬
75
Y4
/1
 
灰
色
粘
質
土
属
(⑫
よ
り
も
粘
性
弱
い
)

⑭
10
Y5
/1
 
灰
色
シ
ル
ト 層
(同
色
粘
資
土
を
部
分
的
に
含
む
)

⑮
75
Y4
/1
 
灰
a砂
礫
層
(非
常
に
し
ま
る
、粒
径
1～
3c
m程
度
)

⑮
 N
4/
0 
 
灰
色
粘
質
土
層
(粘
性
強
い
)

@7
5Y
4/
1 
灰
色
砂
礫
君
(非
常
に
し
ま
る
、 粒
径
最
大
で
2c
m程
度
)

①
5Y
守
1 
 
灰
色
粘
質
土
層
⑬
よ
',
も
粘
性
弱
い
)

⑬
75
Y4
/2
 
灰
オ
リ
ー
ブ
粘
質
土
層
(同
色
細
砂
層
と
の
互
層
、し
ま
り
弱
い
)

⑩
25
Y4
/1
 
責
灰
色
粘
質
土
層
(し
ま
り
な
し
、粘
性
強
い
)

①
25
Y5
/1
 
黄
灰
色
粘
資
土
層

⑫
10
YR
5/
2灰
黄
褐
色
ン
ル
ト 層
(同
色
粘
質
上
を
部
分
的
に
含
む
)

①
2S
YR
S/
1 
責
灰
色
粕
質
上
層
(耕
作
土
)

②
75
GY
7/
1 
明
緑
灰
色
粘
質
土
層
(包
含
層
)

SR
64
0 
③
 2
5Y
4/
2 
暗
灰
褐
色
油
質
土
層

SR
tt
O 
E8
;解
系
鵠
掻
雹
宅
格
哉
昆
青
灰
色
砂
礫
層
俳
常
`索
く
し
剖
、遺
物
多
く
含
0

⑥
25
Y4
/2
 
暗
灰
黄
色
砂
蝶
層
(無
遺
物
層
)

□

０
土
猿
サ
ン
ブ
ル
採
取
地
点
(資
料
番
号
1)

4 
0m

嗚 ヽ



第 4節 遺物

竪穴住居

S1350(第21図 1・ 2 写真図版17)

1・ 2は土師器甕である。日径21,7・ 22.6cmで、胴部の張りは弱く口縁部は外傾する。日縁端部は 1が内狽Jに、 2

が外側に引き出し内端面に稜を巡らせる。調整はカキメを施す。 8世紀後半～ 9世紀初頭である。

掘立柱建物

SB03(第 21図 8 写真図版17)

8は土師器高杯の脚部である。脚部は外側に開き、脚端部は下方に弱く引き出して内端部に稜を巡らせる。

SB05(第 21図 7 写真図版17)

7は珠洲焼鉢である。体部は直線的に外側へと広がり、日縁端部は方頭で外傾する面を持つ。体部は火膨れにより

肥厚する。吉岡編年 (吉岡1994)13～ Ⅱ2期である。

SB06(第 21図 9 写真図版17)

9は須恵器無台杯の底部である。底部に右回転のロクロヘラ切り痕を残す。口縁部の立ち上がりは弱い。 8世紀以降か。

土坑

SK428(第 21図 5 写真図版17)

5は須恵器郭蓋である。口径10 2cm、 器高5.8cmを 測り、天丼部は平坦でロクロヘラ削りを施す。国縁部は短く下

方に伸び、口縁端部は九く収める。 7世紀前葉～中葉である。

SK473(第 21図 3・ 4 写真図版17)

3は土師器奏である。口径15.4cmを測り、胴部は口径よりも広がり日縁部はくの字にタト傾し、日縁端部を九く納め

る。調整は内外面共にハケメを施す。 7世紀中葉～8世紀前葉か。

4は黒色土器高杯の外部である。ロクロ成形で、杯底部には右回転のロクロヘラ削りを施す。胎土には海綿骨針を

含む。摩減が著しいが、内面にヘラミガキを施す。 8世紀代である。

SK823(第 21図 6 写真図版17)

6は土師器皿である。手捏ね成形で、日縁部の立ち上がりは強く1段ナデを施す。ND類である。

大溝・溝

SD250(第 21・ 22図 10～ 36 写真図版17・ 18)

10～ 18は土師器皿である。すべて手捏ね成形で、10・ 11・ 16。 17は平底で底部と口縁部の境は不明瞭、13～ 15。 18

は明瞭となる。口縁部は13が 2段ナデの他は 1段ナデを施す。11は口縁部に煤が付着する。10～ 12はNDⅡ 類、13は

NDI類、14～ 18は NC類に相当する。

19～ 21は珠洲焼甕の口縁部である。19は外反して口縁端部を九く収め、内面に 1条の凹線を巡らせる。吉岡編年 I

2期。201よ頸部を外側に折り返し、日縁端部を肥厚させる。吉岡編年Ⅱ2～ Ⅲ期。21は短頸で口縁端部は方頭となる。

吉岡編年Ⅲ～Ⅳ期である。

22～ 25は珠洲焼の鉢あるいは悟鉢である。22の 口縁端部は外側上方に短く引き出した方頭で、内傾する面をも
つ。

吉岡編年Ⅳ期である。23・ 24の底部は静止糸切りで、24は切り離し後にナデ消す。25は離れ砂を用
い、砂粒が付着す

る。帽目は、23は 7条、24は H条を 1単位とし、23は使用に伴う摩滅が顕著である。

28
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26は珠洲焼重の胴部である。ヘラ記号が認められるが、破片資料のため内容は不明。

27～29は輸入陶磁器である。271ま白磁の九皿、28は 白磁端反碗で大学府分類 (太宰府市教育委員会1983)Ⅲ 類、29

は細連弁の青磁碗で大学府分類 I類である。

30は鉄津である。重量97gで、木炭痕が認められる。

31は滑石製の硯である。3/4程が欠損し、墨池と墨縁の一部が残る。側面と底部は平坦である。

32・ 33は須恵器蓋である。口径は32が11.9cm、 331ま 11.5cmを測る。天丼部は32が扁平形、33は山笠形となり、日縁

端部はいずれも下方に短く引き出して断面逆三角形状となる。

34は須恵器壺あるいは瓶類の底部である。高台は外狽」に反り、体部は直線的に外狽Jへと立ち上がる。

35は須恵器瓶類の底部である。高台は端部を内外に引き出して断面台形状に広がる。ロクロ成形で、体部には右方

向のヘラ削りを施す。

36は土師器鍋である。口径34.Ocmを 測り口縁部は外傾し口縁端部を上方に引き出す。調整は外面体部下半に削り、

外面体部上反及び内面にカキメを施す。 8世紀後葉～ 9世紀初頭である。

SD260(第 22図37～63 写真図版18)

37～ 49は土師器皿である。すべて手捏ね成形で、37は丸みを帯びた底部から口縁部に連続して立ち上がる。38～

41・ 46の底部は平坦で、底部と口縁部との境は不明瞭となる。42～45,47～ 491ま底部と口縁部との境は明瞭で、43・

49はヘラ状工具により稜線を巡らせる。日縁部の調整は48・ 49が 2段ナデの他は 1段ナデを施し、48は底部内面にオ

サエ痕が明瞭に残る。37～44はNDⅡ 類、45～47はNC類、48・ 49はNE類の範疇に収まる。

50は輸入陶磁器で白磁碗である。日縁部をやや肥厚させる大宰府分類V類である。

51・ 52は珠洲焼鉢及び悟鉢である。日縁端部はいずれも方頭で、52は僅かに肥厚。外傾する面を有する。52の悟目

は 7条 1単位で使用に伴う摩減が顕著である。底部は静止糸切り痕を残す。吉岡編年Ⅱ2～ Ⅲ期である。

53は鉄淳である。重量186gで細かい木炭痕を残す。

54・ 55は須恵器蓋である。54はつまみの有無は不明であり、口縁端部を短く下方に引き出す。55は内面に短いかえ

りを残す。55は 7世紀後葉～8世紀初頭である。

56～ 58は須恵器有台杯である。56は日径10.Ocmを測る。口縁部は内湾気味に立ち上がり、高台は直線的に外側に開

く。57は厚手で、58は底部と口縁部の境は明瞭で、高台はやや内側に付 く。 7世紀後葉～ 8世紀前葉である。

59は須恵器短頸重である。日径5,8cmを 測り、肩の張りは弱く1条の沈線を巡らせる。口縁部は短く外反気味に立

ち上がる。ロクロ成形で体部下半には削りを施す。

60は須恵器瓶類の口縁部である。日径9.Ocmを測り、日縁部は直線的に外側に開き、 1条の沈線を巡らせる。

61は須恵器甕の日縁部である。口縁部は外反し、日縁端部は方頭で外傾する面を持つ。胴部内面には、タタキの当

て具痕が若干見られる。

62は土師器婉の底部である。底部は回転糸切り未調整である。 9世紀後葉頃のものである。

63は土師器奏である。胴部の張りは弱く口縁部はタト傾する。調整は日縁部をヨコナデ、体部外面に縦方向のハケメを

施す。

SD800(第 22図 64・ 65 写真図版18)

64は土師器皿である。手捏ね成形で、口径10.8cmを測る。日縁部は外反気味に立ち上がり、日縁内端部をつまみ稜

を巡らせる。NJ類 に相当する。

65は珠洲焼悟鉢である。口縁端部は内端部を引き出し、外傾する面をもつ。橋目は弱い曲線気味となる。吉岡編年

Ⅱ2～ Ⅲ期である。

うθ
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SD10(第 23図66～75 写真図版18)

66～72は土師器皿である。66～71は手捏ね成形で、日縁部は 1段ナデを施す。661ま底部中央が厚くなり、底部と口

縁部との境は不明瞭となる。70は底部内面に連続する指頭圧痕を残す。72は ロクロ成形で、柱状高台が欠損する。66～

68はND類、69～71はNC類、72はRA類に相当する。

73は土師器有台婉である。底部は九味を帯び、高台はハの字状に外側へと直線的に広がる。

密は黒色土器有台婉である。高台は短く下方に伸び、内面を黒色処理する。胎土に海綿骨針を多く含む。

75は珠洲焼鉢の日縁部である。口縁端部は内外端をややつまみ外傾する面をもつ。吉岡編年Ⅱ2～ Ⅲ期である。

SD20(第 23図76 写真図版18)

76は土師器皿である。手捏ね成形で回縁部に 1段ナデを施す。ND類 に相当する。

SD280(第 23図77 写真図版18)

77は珠洲焼悟鉢である。口縁端部は方頭でやや内傾した面をもつ。悟目の単位は細い。吉岡編年Ⅳ期である。

SD300(第 23図78～92 写真図版19)

78～83は土師器皿である。すべて手捏ね成形で、調整は 1段ナデとなる。78は丸みを帯びた底部から連続して立ち

上がる。79～81は平坦な底面で日縁部との境は明瞭である。82の口縁部は外反気味に立ち上がる。83は口径15.8cmを

測り、口縁端部は九く口縁部には 1段ナデを施す。78～ 821ま ND類、83はNB I類に相当する。

84は土師器羽釜である。鍔は短く水平に付き、口縁部は内湾気味で口縁端部は九く収める。鍔の下部には煤が付着

する。調整は内面にハケメを施す。

85～88は珠洲焼鉢である。日縁端部は85,86が内外端面を、87は外端面を引き出し、85。 87は水平、86はタト傾する

面をもつ。88の底部は静止糸切りで、内面は体部下半から底部にかけての摩減が顕著である。吉岡編年Ⅳ期に相当す

る。

89は珠洲焼壼である。日縁部は上方に伸びて外側に折り返し、日縁端部は面取りを行う。吉岡編年Ⅳ期に相当する。

90・ 91は輸入陶磁器である。90は青磁蓋で、頂部の中央に摘み、 2箇所に孔を有する。釉薬は漬け掛けで、蓋の下

部は露胎する。91は白磁碗で口縁部をやや肥圧させる。大学府分類V類である。

92は鉄製刀子である。長さ17.3cm、 幅2.5cmを 測る。柄の部分は厚く、身の部分は一端が薄くなり刃部と考えられ

る。

SD303(第 23図 93・ 94 写真図版19)

93・ 94は土師器皿である。日縁部は93が 2段ナデを施し、国縁端部を上方に引き出す。94は 1段ナデでを施す。93

がNDI類、94がNDⅡ 類に相当する。

SD400(第 23図 95。 96 写真図版19)

95。 96は土師器皿である。いずれもロクロ成形で、柱状高台である。96は底部に回転糸切 り痕が残る。RAI類で

ある。

自然流路

SD640(第 24・ 25図97～ 135 写真図版19,20)

97～ 103は須恵器蓋である。97・ 98は回径10.Ocm、 13.2cmを 測り、内面にかえりをもつ。天丼部のロクロ
ヘラ削り

は右回転となる。99は日径11.9cmを測り、口縁部は下方に引き出して日縁端部を丸く収める。天丼部は手持ちの削り

か。100～ 102は 口径12.1～ 13.Ocmを 沢1る。天丼部のロクロヘラ削りは右回転で、100は 「×」の
ヘラ記号を刻み、内

ν
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面の前面と外面口縁部周囲に自然釉がかかる。97・ 98が 7世紀前葉～中葉、103が 8世紀中葉、99～ 101が 9世紀前葉

となる。

104～ 112は須恵器無台杯である。104は口径9.8cmを測り、日縁部は外反する。胎土は緻密であるが、灰色と白色が

不規則に混じるマーブル状となる。105は口径10.Ocmを測り、底部と口縁部との境は不明瞭で胎土は非常に粗い。106

の底部は厚手で、底部と口縁部との境に段を持つ。107～ H21ま口径11.3～ 13.4cmを 測り、日縁部は外反気味に立ち上

がり、112はそれが顕著となる。底部は108・ 110～ 112が回転ヘラ切り後無調整となる。105は 7世紀前葉～中葉、107

は 7世紀中葉、1041ま 9世紀後葉となる。

113は赤彩土器無台郭である。口径16.Ocmを測り、日縁端部は外側に折れる。底部は回転ヘラ切り後無調整である。

8世紀中葉である。

114須恵器高杯の郭部である。外部は半球状で短脚を伴うものか。ロクロは右方向となる。

115～ 123は須恵器有台杯である。115は 口径10,3cm、 直下に伸びる高台を有し、日縁部は垂直気味に立ち上がる。

底部には右回りの回転ヘラ切 りを残す。内面の全体と外面の口縁部に自然釉がかかる。116か ら1201よ口径 13.5～

14,4cmを測り、119の 高台は摩減により短くなる。120は高台の内側に沿つて爪状の圧痕を残す。122・ 1231よ口径16.4、

17.4cmの 大型の杯で器高は5cm前後と深手である。115は 7世紀後葉、118・ 122・ 123は 8世紀前葉、116は 8世紀中

葉となる。

124・ 125は須恵器瓶類である。124は瓶類の底部、125は横瓶の口縁部か。125の 日縁部は直線的に外側に開き、日

縁端部は水平となる。

126は須恵器退である。半球状の胴部で、肩の下部に 1条、上部に2条の沈線を巡らせる。高台はハの字状に外側

に開く。注目部は粘土帯を貼 り付けて外側に引き出す。内部には径1.7cm、 重量5.63gを測る土玉が入る。注目径

1.4cm、 頸部径1.6cmと いずれも土玉径よりも小さく、遮内には円形に自然釉がかからない部分が認められることか

ら、同時に焼成されたものである。 7世紀後葉～ 8世紀前棄となる。

127は須恵器甕である。日径50.3cmと 大型のもので、口縁部は外反する。日縁端部の直下に 1条、中程に2条の沈

線を巡らせ、その間に7条を 1単位とする櫛描波状文を配する。 8世紀前葉～中葉である。

128～ 130は土師器甕である。日縁部は外傾し、128・ 1291よ 口縁端部を上方に引き出す。129・ 1301よ口縁部外端面に

1条の稜を巡らせる。調整は体部の内外面にハケメを施す。

131は黒色土器高杯の郭部である。見込み部にヘラミガキを施し、内面を黒色処理する。胎土に海綿骨針を含

む。

132～ 135は製塩土器である。132～ 134は棒状の脚を持つもので、粘土組の積上げ痕が明瞭に残る。135は平底形で

日縁部に片口を伴う。胎土はいずれも粗く、135以外には海綿骨針を含む。

SR690(第 25図 136～ 143 写真図版20)

136・ 137は須恵器無台郭である。136は口径12.Ocmを 測り、日縁部から口縁端部にかけて器厚は薄くなる。底部に

は右方向の回転ヘラ切り痕を残す。137は底部に集状の圧痕を残す。

138～ 142は須恵器有台郭である。142は口径16.7cmを 測り、高台の一部に打欠いた粘土塊が残る。底部には右回り

のロクロヘラ切り痕を残す。口縁部～高台にかけて、厚く自然釉がかかる。138,139の 高台は直立し、140・ 141は外

傾する。138は底部に右方向のロクロヘラ切り後未調整である。142は 8世紀前葉である。

143は須恵器瓶類の胴部である。胴部下半に 5条 1単位とする間隔の狭い櫛描波状文を巡らせ、肩部には 3条の沈

線の間に縦方向の 5条 1単位とする櫛歯状刺突文を2列に配する。肩部には自然釉がかかる。 7世紀後葉である。

SR791(第 25,26図 144～ 169 写真図版20。 21)
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144～ 155は土師器皿である。全て手捏ね成形である。144～ 151は口径7.6～ 10.8cmを 測る。144・ 145の底部は九み

をもち口縁部へと連続して立ち上がる。146・ 147は平坦な底部から九みをもって立ち上がる。日縁部は146・ 148・

151が 2段ナデとなる他は 1段ナデを施す。152～ 155は 日径13.7～ 15.9cmを 測り口縁部には2段ナデを施す。152・

154は見込み部、1531ま見込み部及び口縁部に刷毛状工具によるナデの痕跡を明瞭に残す。144～ 151は ND類、152～

155はNAI類 に相当する。

156・ 157は珠洲焼甕の日縁部である。156は日縁部が外反し、上部に 1条の稜線を巡らせる。157は短頸で口縁端部

は方頭となり、調整は体部に横方向のタタキを施す。156は吉岡編年 12期、157は吉岡編年Ⅲ～Ⅳ期となる。

158は珠洲焼重の底部である。ロクロ成形で、底部に静止糸切り痕を残す。

159～ 163は珠洲焼鉢あるいは悟鉢である。日縁端部は全て方頭で159。 161が外傾。160は水平の面を持つ。悟目は

159・ 162が 8条 1単位で163の見込み部は 6条 1単位で屈曲して施され加飾性に富む。底部は162・ 163に糸切痕を残

す。159。 161は吉岡編年Ⅱ～Ⅲ期、160は吉岡編年Ⅳ期となる。

164は瀬戸系の近世陶器碗である。底径5.Ocmを測り、胎土は長石粒を多く含んで粗く、高台は短く下方に削り出す。

瀬戸窯編年の第二段階 (17世紀末～18世紀前半)と 考えられる (藤澤1998)。

165は木製品の連歯下駄である。平面は隅丸の長方形で、左側面から下部にかけて欠損する。後歯は摩減し低くな

る。

166～ 168は須恵器有台杯の底部である。高台は166。 167が外側に広がり、168は直立する。高台端部は両端が接地

する。

169は須恵器甕の口縁部である。日縁部は外反し、日縁端部は方頭となる。

ピッ ト・包含層

ピット (第26・ 27図 170～ 184 写真図版21)

170～ 172は土師器皿である。手捏ね成形で、口縁部は 1段ナデを施す。170は断面黒色で、底部と口縁部との境は

明瞭となる。ND類である。

173は買岩製の硯である。長軸5,7cm、 短軸3.6cmを数え、作りは荒く、短軸側の一端は欠損する。

1馳～1771ま須恵器有台郭の底部である。1密・175の高台端部は外側に引き出し、176・ 177は高台内端が接地する。

175の底部と口縁部の境は明瞭となる。176の口縁部は垂直気味に立ち上がり、177はややタト側に開く高台となる。

178・ 179は須恵器蓋である。日径16.1、 18.lcmを測り、日縁端部は内傾断面は1781よ九く、179は三角形状に尖らせ

る。179の 天丼部には右方向のロクロ削りを施す。

180は須恵器瓶類の口縁部である。口径9.Ocmを測り、口縁部は直線的に外側に開く。

181は須恵器甕の口縁部である。日縁部は外傾し、口縁端部は内側に面をもち 1条の稜線を巡らせる。

182～ 184は土師器甕である。日径19.5～ 22.5cmを 測る。182・ 183の胴部膨らみは弱く口縁部は外傾する。口縁端部

は182は上方に引き出し、183は外側に面をもち、184はタト側に開いて丸く収める。調整は182・ 183はカキメ、184は縦

方向のハケメを施す。182は 9世紀代である。

包合層 (第27～29図 185～ 248 写真図版21・ 22)

185～ 1891よ須恵器蓋である。185～ 1871よ 口径10,0～ 10.8cmを 測る。かえりを有し、186は 口縁部からも下方に突出

する。185・ 1861よ天丼部に右回転のロクロヘラ削りを施す。188・ 1891ま 口径135、 12.8cmを 測り、188は短いかえり

を残す。天丼部のつまみは、188が宝珠形、189がボタン形となる。189は天丼部の全面に自然釉が掛かる。185～ 187

は 7世紀前葉～中葉、188は 7世紀後葉～ 8世紀初頭、189は 8世紀代である。
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190～ 193は須恵器無台郭である。口径8.1～ 12,9cmを 測る。190～ 1921ま底部に右回転のロクロヘラ切り痕を残し、

1911ま「―」のヘラ記号がある。190・ 191は 7世紀中葉、1921ま 9世紀代である。

194か ら198は須恵器有台杯である。197は口径14.Ocm、 1981ま口径17.9cmを測る。高台は196・ 197は内端部のみが接

地する。198は底部に右方向のヘラ切り痕を残す、見込み部は磨耗により平滑となる。198は 8世紀代である。

199は須恵器高杯の脚部である。脚部は外反し、脚端部は下方に引き出して断面三角形状となる。調整はロクロナ

デである。杯部の見込みは、磨耗により平滑となる。

200は須恵器重類の胴部である。幅約 8mmの凸帯を横方向に貼付ける。

201・ 202は須恵器甕である。201は外傾する日縁部で、口縁端部を上方に引き出して外傾する面をもち、内面に稜

を巡らせる。202は直立する短い口縁部で、日縁端部は内傾する面をもつ。

203は赤彩土器杯である。内面と外面の上部に赤彩を塗布し、外面の下部は黒色化する。胎土には海綿骨針を含む。

204～ 206は黒色土器高杯である。204・ 205は 口径15,8cmを 測り、杯底部は九みをもって立ち上がり、外側に開く。

204は 口縁部を外側に弱く折り返す。206は棒状の脚部で、調整は摩減により不明。いずれも外部内面のみ黒色処理を

施し、胎土に海綿骨針を含む

207は黒色土器有台婉底部である。高台は外側に開いて細くなり、断面三角形となる。 9世紀代か。

208～ 210は土師器製塩土器である。棒状の脚をもつもので、粘土紐の積上げ痕は明瞭に残る。2071よ 口縁端部を内

側に折り返す。

211～ 216は土師器甕である。2111よ 口径14.lcm、 器高15.6cmを 測り、日縁部は外傾する。底部は九底で、調整は体

部下半～底部外面にかけてヘラ削り、体部上半及び内面にハケメを施す。212～ 216は 口縁部～体部にかけての破片で

ある。口縁部はいずれも外傾し、口縁端部は212が方形、213が両端をつまみ肥厚、214・ 2151ま 薄く尖らせて、2161ま

上方に引き出す。調整は213がカキメの他はハケメを施す。215は 7世紀前葉～中葉、211・ 2141ま 7世紀代、212・ 213

は8世紀後葉、216・ 2171ま 8世紀末～ 9世紀初頭である。

217は土師器鍋である。回径29.6cmを 測り、日縁部の外傾は強い。日縁端部は上方に引き出す。調整は体部下半に

ヘラケズリを施す。

218～ 233は土師器皿である。218は ロクロで、その他は手捏ね成形となる。218は低い高台をもち、口縁部は外側に

直線的に開く。218～ 231は 口径7.3～ 12.Ocmを 測り、調整は日縁部に 1段ナデを施す。219・ 224・ 227・ 2301ま底部と

口縁部との境は明瞭となる。232・ 233は 口径13.9、 15.8cmを 測り、232は幅の狭い 1段ナデ、2331ま 2段ナデを施す。

218はRA類、219～ 228は ND類、229～ 231はNC類、2321よ NB類、2331ま NA類に相当する。

234は土師器羽釜である。鍔は短く水平に付き、日縁部は内湾して口縁端部を九く収める。鍔の下部及び胴部には

煤が付着する。

235は土師器ミニチュア土器杯である。日径5.Ocmを測り、口縁部はヨコナデにより器形を整える。

236～ 239は珠洲焼鉢あるいは悟鉢である。236は 口径21.Ocmを 測り、内湾する日縁部を有する。237は 口径30,Ocmを

測り、直線的に外側に開く口縁部となる。口縁端部はいずれも方頭で、外傾する面を有する。238は底部に静止糸切

り痕を残し、239の糟目は11条を 1単位とする。吉岡編年Ⅱ～Ⅲ期である。

240は珠洲焼水瓶である。肩の部分に相当し、上方に伸びる注口を伴う。注口は棒状の工具によって穿たれ、オサ

エにより形を整えて面取りを施す。吉岡編年 I～ Ⅱ期に相当する。

241～ 243は珠洲焼甕あるいは壼である。口縁部は、241・ 242は外側に短く折り返し、243は外反する。241・ 243は

内面に幅広の浅い凹線を巡らせる。吉岡編年 I～ Ⅱ期に相当する。

244～ 247は輸入陶磁器である。244は 白磁碗で玉縁状の回縁部となる大学府分類Ⅳ類、245は連弁文の青磁碗で同分

卯
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類Ⅲ類、246は 同分類 I類 となる。247は青磁碗の底部で直線的に下方に延びる高台は露胎し、同分類Ⅲ類に相当する。

248は縄文土器深鉢である。口縁部はほぼ水平で、肩の張りは弱い。縦あるいは斜め方向の貝殻条痕文を施す。晩期

中葉～後葉に相当する。
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第4章 自然科学分析

第 1節 古環境変遷お よび S1350災化物年代測定
パリノ・サーヴェイ株式会社 斉藤 崇人

伊藤 良永
馬場 健司

松元美由紀

千葉 博俊

はじめに

院林遺跡は、富山県南砺市に所在し、庄川扇状地先端部付近の小矢部川の支流である旅川と山田川に挟まれた沖積

地に立地している。発掘調査の結果、古代の竪穴住居跡や掘立柱建物、土坑、自然流路、中世の掘立柱建物跡や大溝、

溝等の遺構や、これらの各時期に比定される遺物が確認されている。

本報告では、発掘調査成果から課題とされた、 1)古環境変遷、 2)遺構の年代観、の 2点の検証を目的として、

自然科学的手法を用いた分析調査を行う。

1.試料

試料は、調査区壁及び遺構覆土から採取された土壌試料 (柱状土壌ブロック)8点、炭化物、種実遺体等を含む大

型植物化石 5点の計13点である。以下に、各試料の概要を記す。

(1)土壊試料

本分析調査では、土壌試料の観察所見の補足及び上記した分析目的を考慮して、現地にて土層観察 (2地区)を行

っている。以下に、基本土層及び各試料の観察所見を記す。

1)基本土層

本遺跡における地山とされる遺構検出面は、青灰色を呈する塊状の粘土～シルトからなる。その上位には、細砂
～

シルトが堆積するが、さらに上位は、後世の擾乱によつて削平され、不整合で現代の耕作土と考えられる土壌が堆積

する。なお、細砂～シルトは地山の粘土～シルト上面の凹地において明瞭である一方、相対的にやや標高が高いと考

えられる地点では擾乱や土壌化の影響が著しく、砂混じりの泥質土 (あ るいは、泥分を含む砂質土)と なり、上部は

やや暗色化する。なお、古代とされる大溝や土坑等の遺構覆土中には黒～灰色を呈する偽礫が確認されることや、庄

川扇状地面では黒色土の発達が認められていることなどを考慮すると、上述の細砂～シルトの上位には、本来、黒色

を呈する土壊が堆積していた可能性がある。

2)S R 640r―ゴ 古代の自然流路内に相当し、調査区北壁を対象に採取された土壌試料 (柱状土壊ブロツク)3点か

らなる。試料の肉眼観察によれば、最下位は砂礫が堆積し、その上位には灰色を呈する極細粒砂とシルトの互層が堆

積する。さらに上位は、下位層に由来すると考えられる偽礫や炭化物が混じる灰色を呈する泥質土、泥分を含
む砂質

土が堆積する。

3)S D 260c―♂ 中世の大溝内に相当し、同遺構内に設定されたセクシヨンベルト (B地点)よ り採取された土壊試

料 (柱状土壌ブロック)4点からなる。試料の肉眼観察によれば、最下位は青灰色を呈する粘土からなり、上部はや

や腐植質な灰褐色を呈する粘土～シルトが堆積する。その上位は、暗灰色を呈するシ
ルトからなる偽礫を主体とし、

青灰色粘土が混じる泥質上である。その上部はこれらの偽礫がやや細粒化する。さらに、上位
に向かって、 (暗)灰

色を呈する砂が混じる泥質土、西壁の弱い葉理が認められる極細粒砂に相当すると考えられる土層、泥分
を含む砂質

密



土が堆積する。

4)S D260d―♂ 中世の大溝内に設定されたセクションベルトに相当する。土層下位に認められた灰褐色粘土～シル

トは、 S D 260c―げと比べ厚く堆積することを特徴とする。さらに、上位に向かって、青仄色粘土等の偽砂礫が混じる

仄色を呈する泥質土、青灰色粘土等の偽礫が混じる黒灰～暗灰色を呈する泥質土が堆積する。試料は、仄褐色粘土～

シルトを対象として土壌試料 (柱状土壌ブロック)1点が採取されている。

これらの調査所見及び試料の観察から分析試料の選択を行い、 S R 640r―ゴの最下部に相当する灰色を呈する極細粒

砂～シルト (試料番号 1)S D 260c―げの最下部に相当する青灰色粘土 (地山)(試料番号 3)(暗)灰色を呈する砂が

混じる泥質土 (試料番号 2)、 泥分を含む砂質土 (試料番号 1)、 S D260d―ぎの灰褐色粘土～シルト (資料 4)、 計5点

の土壌試料を採取した。

(2)炭化物

炭化物は、古代の竪穴住居跡 (S1350)の かまど内及び同遺構内SKl埋土から採取された2試料からなる。い

ずれも、径5oll前後の微細な炭化物が複数認められる試料である。

(3)種実遺体等

種実遺体を含む大型植物化石は、発掘調査時に単体で検出されたX20の S D250 ③層、X30S D250 ③層、⑥層の

計 3試料からなる。また、土壌洗出による種実遺体等の抽出を目的として、上記した S D260d―ば⑩層より上壌試料 1

点も採取されている。

以上の試料を対象とし、放射性炭素年代測定、珪藻分析、花冷分析、植物珪酸体分析、種実分析を行う。

2.分析方法

(1)放射性炭素年代測定

土壌や根など目的物と異なる年代を持つものが付着している場合、これらをピンセット、超音波洗浄などにより物

理的に除去する。その後HClに より炭酸塩等酸可溶成分を除去、NaOHに より腐植酸等アルカリ可溶成分を除去、

HClに よリアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分の除去を行う (酸・アルカリ・酸処理)。

試料をバイコール管に入れ、lgの酸化銅 (II)と 銀箔 (硫化物を除去するため)を加えて、管内を真空にして

封じきり、500℃ (30分)850℃ (2時間)で加熱する。液体窒素と液体窒素十五タノールの温度差を利用し、真空ラ

インにてC02を 精製する。真空ラインにてバイコール管に精製したC02と 鉄・水素を投入し封じ切る。鉄のあるバ

イコール管底部のみを650℃ で10時間以上加熱し、グラフアイトを生成する。化学処理後のグラフアイト・鉄粉混合

試料を内径llunの孔にプレスして、タンデム加速器のイオン源に装着し、測定する。測定機器は、 3MV小型タンデ

ム加速器をベースとした14C― AMS専用装置 (NEC Pcllctton 9SDH-2)を 使用する。AMS測 定時に、標準

試料である米国国立標準局 (NIST)か ら提供されるシュウ酸 (HOX― II)と バックグラウンド試料の測定も

行う。また、測定中同時に
おC/12cの 測定も行うため、この値を用いてδ

お
Cを算出する。

放射性炭素の半減期はLIBBYの 半減期5,568年 を使用する。また、測定年代は1,950年 を基点とした年代 (BP)

であり、誤差は標準偏差 (One sigma;68%)に 相当する年代である。なお、暦年較正は、RADIOCARBON

CALIBRATION PROGRAM CALIB REV5.02(Copyright 1986-2005 M Stuiver alld PJ Rcimer)を用い、誤差として標準

偏差 (One sigma)を 用いる。

(2)珪藻分析

試料を湿重で 7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施 して、違藻化石を

濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈 した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封
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入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あるいは1000倍で行い、メカニカルステー

ジでカバーガラスの任意の測線に沿つて走査し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に200個体以上同定・計数す

る (化石の少ない試料はこの限りではないが、 1プ レパラートあたり50個体以上の試料については2枚検鏡する)。

種の同定は、原口ほか (1998)、 Kralnmer(1992)、 Krammcr&Lange― Bertalot(1986,1988,1991a,1991b)、 渡辺

(2005)な どを参照し、分類体系はRound,Crawford&Malm(1990)に従う。

同定結果は、中心類 (Ccnttic dittom転広義のコアミケイソウ綱Coscinodiscophyceae)と 羽状類 (Pemtte dittoms)イこ

分け、羽状類は無縦溝羽状珪藻類 (Araphid pcnntt dittoms:広 義のオビケイソウ綱Fragil� ophyccac)と 有縦溝羽状珪

藻類 (Raphid pcnnate dittom粥広義のクサリケイソウ綱Bacillariophyccac)に 分ける。また、有縦溝類は、単縦溝類、双

縦溝類、管縦溝類、翼管縦溝類、短縦溝類に細分する。

各種類の塩分濃度に対する区分はLowe(19聖 )に従い、真塩性種 (海水生種)、 中塩性種 (汽水生種)、 貧塩性

種 (淡水生種)に分け、貧塩性種については、はさらに細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度 (pH)・ 流水に

対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。そして、産出個体数100イ固体以上の試

料については、産出率2.0%以上の主要な種類について、主要と藻化石群集の層位分布図を作成する。また、産出化

石が現地性か異地性かを判断する目安として、完形殻の出現率を求める。堆積環境の解析は、真塩性種～中塩性種に

ついては小杉 (1988)、 貧塩性種については安藤 (1990)、 陸生珪藻については併藤・堀内 (1991)、 汚濁耐性につい

ては、Asai&Wttanabe(1995)、 渡辺 (2005)の環境指標種を参考とする。

(3)花粉分析

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、舗別、重液 (臭化亜鉛,比重2.3)に よる有機物の分離、フッ

化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス (無水酢酸 9:濃硫酸 1の混合液)処理による植物遺体中のセルロース

の分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残澄をグリセリンで封入してプレパラートを作成し、

400倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する全ての種類について同定・計数する。

結果は同定・計数結果の一覧表、および花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の木本花粉は木本花粉総

数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として、百分率で出現率を算出し図示す

る。

(4)植物珪酸体分析

各試料について過酸化水素水 。塩酸処理、沈定法、重液分離法 (ポ リタングステン酸ナトリウム,比重2.5)の順

に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。これをカバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリ

ュウラックスで封入してプレパラートを作製する。400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科

葉部 (葉身と葉鞘)の葉部短細胞に由来した植物珪酸体 (以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)お よび葉身機動細胞に由来し

た植物建酸体 (以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を、近藤 (2004)の 分類に基づいて同定・計数する。分析の際には、

分析試料の乾燥重量、プレパラート作成に用いた分析残澄量、検鏡に用いたプレパラートの数や検鏡した面積を正確

に計量し、堆積物lgあたりの植物珪酸体含量 (同定した数を堆積物 lgあたりの個数に換算)を求める。

結果は、植物珪酸体含量の一覧表で示す。この際、10の位を四捨五入して100単位に丸める。100イ団体以下は
「<

100」 で表示し、合計は各分類群の九めない数字を合計した後に10の位を四捨五入して九める。また、各種類の植物

珪酸体含量とその層位的変化から稲作の様態や古植生について検討するために、植物珪酸体含量の層位的変化を図示

する。
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(5)種実分析

柱状土壌ブロックより採取した土壌200cc(319g)を 水に浸し、0.5mln目 の舗を通して水洗する。舗内の残澄を粒

径別にシャーレに集めて双眼実体顕微鏡下で観察し、同定可能な種実を抽出する。現生標本および石川 (1994)、 中

山ほか (2000)等の図鑑との対照から、種実の種類と部位を同定し、個数を数える。炭化材は、70℃48時間乾燥後の

重量を求める。分析後の種実は、種類毎に容器に入れ、700/O程度のエタノール溶液による液浸保存処理を施して返却

する。

1)年代値の算出には、Llbbyの 半減期5,568年 を使用。

2)BP年 代値は、1,950年 を基点として何年前であるかを示す。

3)付記した誤差は、測定誤差σ(測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。

表5 院林遺跡 放射性濃素年代測定暦年較正結果

淡水―汽水生種 止水性種
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2)計算には表に示した丸める前の値を使用している。

3)1桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、1桁目を九めていない。

4)統計的に真の値が入る確率はσは彿%、 2σは95%である。

5)相対比は、σ、2σのそれぞれを1とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

3.結果

(1)放射性戊素年代測定 (表 4、 5)

本分析を実施するにあたり、試料の履歴等の調査を目的として行った炭化物の分析調査の結果、カマド内炭化物が

コナラ属コナラ亜属クヌギ節、同SKl埋土炭化物はヨナラ属コナラ亜属コナラ節に同定された。これらの各試料の

同位体効果による補正を行った測定の結果、竪穴住居跡 (S1350)の カマド内戊化物は1,370± 30B P、 同SKl埋

土の炭化物は1,310± 30B Pの年代値を示す。また、暦年較正結果 (測定誤差をσとして計算)では、カマド内戊化

物は c a l AD 640-6密 、同S Klの埋土出土戊化材は c a l AD 662-766を示す。
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環境指標種群

K:中～下流性1可川指標種 (安藤,1990)
Si好汚濁性種、U:広域適応性種、T:好清水性種 (Asal and Watanabe,1995)
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塩分濃度に対する区分  Lowe(1974)に よる

海水生種
真塩性種 (海水生種 ) 塩分濃度400～300‰に生育する種

汽水生種 中塩性種 (汽水生種 ) 塩分濃度300～ 05%。 に生育する種

淡水生種 貧塩性種 (淡水生種 ) 塩分濃度05‰以下に生育する種

淡水生種の生態性区の

塩分

貧塩好塩性種 少量の塩分がある方が良く生育する種

貧塩不定性種 少量の塩分があってもこれに良く耐えることができる種

貧塩嫌塩性種 小量の塩分にも耐えることができない種

広域塩性種 淡水～汽水域まで広い範囲の規分濃度に通応できる種

pH

(Hustedt,1937‐38による)

真酸性種 pH70以下に生育し、特にっH55以下の酸性水域で最も良く生育する種

好酸性種 pH70付近に生育し、pH70以 下の水域で最も良く生育する種
pH不定性種 pH70付近の中性水域で最も良く生育する種

好アルカリ性種 pH70付近に生育し、pH70以上の水域で最も良く生育する種

真アルカリ性種 pH70以上に生育し、特に,H85以 上のアルカリ性水域で最も良く生育する種

流水

(Hustedt,1937‐38による)

真止水性種 止水域にのみ生育する種

好止水性種 止水域に特徴的であるが、流水域にも生育する種

流水不定性種 止水域にも流水域にも普通に生育する種

好流水性種 流水域に特徴的であるが、止水域にも生育する種

真流水性種 流水域にのみ生育する種

環境指標種群

主に海水域での指標種群 (小杉,19881こ よ

外洋指標種群 (A) 塩分濃度が約 35‰の外洋水中で浮遊生活するもの

内湾指標種群 (B) 塩分濃度35～ 26%。の内湾水中で浮遊生活することからそのような環境を指標することのできる種群

海水藻場指標種群 (Cl) 塩分濃度 35～ 12%。 の海域で海藻 (軍 )に付着生育することからそのような環境を指標することのできる種群

汽水藻場指標種群 (C2) 塩分濃度12～ 4‰の汽水域で海藻 (草 )に付着生育することからそのような環境を指標することのできる種群

海水砂質干潟指標種群 Dl) 塩 こ35～ 26%。の砂底の砂に付着生育することからそのような環境を指標することができる種群

汽水砂質千潟指標種群 D2) 塩分濃度26～5‰の砂底の砂に付着生育することからそのような輿境を指標することができる種群

海水泥質千潟指標種群 (El 塩分濃度30～ 12%。 の開鎖性の高い塩性湿地など泥底の泥に付着生育することからそのような環境を指標することのできる種群

汽水泥質干潟指標種群 (E2) 塩分濃度12～ 2‰の汽水化した塩性湿地などの泥に付着生育することからそのような環境を指標することのできる種群

淡水底生種群 (F, 2‰以下の淡水域の底質の砂、泥、水生植物などに付着生育することからそのような環境を指標することのできる種群

淡水浮遊生種群 (C) 塩分濃度2‰以下の湖沼などの淡水域で浮遊生活することからそのような環境を指標することのできる種群

河口浮遊生種群 (H) 塩分濃度20～2‰の河回域で浮遊生活、あるいは付着生活することからそのような環境を指標することのできる種群

主に淡水域での指標種群 (安藤,1990によ

上流性河川指標種群 (J) 河川上流部の峡谷部に集中して出現することから上流部の環境を指標する可能性の大きい種群

中～下流性河川指標種群 (K)
河川中～下流部や河川沿いのi可岸段丘、扇状地、自然堤防、後背湿地などに集中して出現することから、そのような環境を指標する可能性の大き

い種群

最下流性河川指標種群 (L) 最下流部の三角州の部分に集中して出現することから、そのような環境を指標する可能性の大きい種群

湖沼浮遊性種群 (M) 水深が約15m以上ある湖沼で浮遊生活する種群で湖沼環境を指標する可能性の大きい種群

湖沼沼沢湿地指標種群 (N) 湖沼における浮遊生種としても沼沢湿地の付着生種としても優勢に出現することから、そのような環境を指標する可能性の大きい種群

沼沢湿地付着生種群 (0)
沼よりも浅く水深が lm前後で一面に水生植物が緊茂している沼沢や更に水深の浅い湿地で優勢な出現の見られることからそのような環境を指

標する可能性の大きい種群

高層湿原指標種群 (P) ミズゴケを主体とした環境や泥炭が形成される環境に集中して出現することから、そのような環境を指標する可能性の大きい種群

陸域指標種群(Q)
水中でなく、多少の湿り気のある土壌表面、岩の表面、コケなど常に大気に曝された好気的環境(陸域)に集中して生育することからそのような環

境を指標する可能性の大きい種群

陸域での指標種群 (伊藤・堀内,1991による)

陸生珪藻A群 (RA) 陸生遊藻の中でも、分布力ヽ よtF陸域に限られる耐乾性の高い種群

陸生珪藻B群 (RB) 陸生珪藻A群に随伴し、陸域にも水中にも生育する種群

未区分陸生珪藻 (RI) 陸生珪藻に相当すると考えられるが、乾湿に対する通応性の不明なも¢

表6 珪藻化石の生態区分および環境指標種群の説明

なお、暦年較正とは、大気中の
コC濃度が一定で半減期が5,568年 として算出された年代値に対し、過去の宇宙線強

度や地球磁場の変動による大気中の
ИC濃度の変動、及び半減期の違い (望 Cの半減期5,730± 40年)を較正すること

である。暦年較正に関しては、本来10年単位で表すのが通例であるが、将来的に暦年較正プログラムや暦年較正曲線

の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため 1年単位で表記している。暦年較正については、北半球の大気

中炭素に出来する較正曲線を用い、測定誤差σ、 2σ 双方の値を計算する。σは統計的に真の値が68%の確率で存在

する範囲、 2σ は真の値が95%の確率で存在する範囲である。また、表中の相対比とは、σ、 2σ の範囲をそれぞれ

1と した場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。

(2)と藻分析 (表 6-8、 第30図 )

珪藻化石の産出量は、 S D260c―び試料呑号 3では少なかったが、この他の試料からは堆積環境を検討する上で有

意な量のと藻化石が認められ、特に、 S D 260cttci試料番号 2は珪藻化石が豊富に産出する。化石の保存状態は、化

石が多産したS D260cゼ 試料呑号 2が完形殻の出現率約70%と 良好であり、この他の試料は40%前後とやや不良であ

る。また、産出量の少ない S D260c―♂試料呑号 3では、産出する珪藻化石の殆んどが壊れているといった状況が認め

られた。化石の産出分類群数は、合計で35属 98分類群である。以下、各地点の産状を述べる。

ク
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表7 珪藻分析結果 (1)
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表8 珪藻分析結果 (2)
凡例 環境指標種群

HR:塩分濃度に対する適応性  pH:水素イオン濃度に対する適応性 CR,流水に対する適応性   J:上 流性河川指標種,K:中 ～下流性 1可川指標種,0:沼 沢湿地付着生種 (以上は安藤,1990)
Ogh‐ Meh l淡水 |ミ水生種  al bi:真 アルカリ性種      l bi:真 止水性種      s:好 汚濁性種 ,U:広 域適応性種 ,T:好 1青水性種 (以上はAsal and Watanabe,1995)
Ogh hl:貧 塩好塩性種    alil i好 アルカリ性種      卜ph i好止水性種 R:陸生珪藻 (RA:A群 ,RBIB群,RI未区分、伊藤・堀内,1991)
ogrind i貧塩不定性種   ind ipH不 定性種       ind i流 水不定性種
Ogh hob:貧 塩嫌塩性種   acil,好 酸性種        rph:好 流水性種

Og「unk:貧塩不明種    ac_bi:真 酸性種       ■bi:真流水性種

unk:pH不 明種      unk:流 水不明種

1)S R640r―ゴ・試料番号 1

淡水域に生育する水生珪藻 (以下、水生珪藻という)が全体の約800/Oを 占める。これに付随して、陸上のコケや土

壊表面など多少の湿り気を保持した好気的環境に耐性のある陸生珪藻が産出する。

淡水性種の生態性 (塩分濃度、水素イオン濃度、流水に対する適応能)の特徴は、貧塩不定性種、真十好アルカリ

性種とpH不定性種、流水不定性種と真十好流水性種が優占あるいは多産する。特に多産する種はなく、好流水性の

Cymbella turgidula var.nippo� ca、 Gomphonema clevci、 流水性で中～下流性河川指標種群のHannaca arcus var.

amphioxys、 Cymbella turgidula、 Rhoicosphenia abbreviata、 流水不定
′
陛のSyncdra ulna、 Cocconcis placentula、 Encyonema

silcsiacum、 Gomphonema parvulum等 を伴う。なお、止水環境に生育する止水性種は極少ない。また、陸生珪藻の

Pinnularia schroedetti、 Hantzschia amphioxys等 が低率ながら産出する。

2)S D260d―ど・試料番号 4

水生珪藻と陸生珪藻とがほぼ同率で産出する。水生珪藻の流水に対する適応性では、流水不定性種が優占するが、

真十好流水性種も比較的多 く産出する。主な産出種の特徴は、陸生珪藻の中でも耐乾性の高い陸生珪藻A群の

Hantzschia amphioxysが約25%と 優占し、同じくA群のLuticola mutica、 Diadesmis contenta等 を伴う。水生珪藻は、と

くに多産するものはなく淡水～汽水生種のRhopttodia gibberula、 流水性種のCymbclla turgidula var.nlpponica、 Rcimeria

sinuata、 流水不定性種のLuticola plausib� s、 Luticola goeppertiana等 が低率ながら産出する。

3)S D260c― ざ・試料呑号 2

水生珪藻が全体の約90%を 占める。淡水性種の生態性の特徴は、貧塩不定性種、真十好アルカリ性種、流水不定性

種と真+好流水性種が優占あるいは多産する。主要種は、流水性種のCymbclla turgidula var nipponica、 が約12%産 出

つ



し、中～下流性河川指標種群のCymbclla turgidula、 流水不定

性のAmphora copulata、 Diploncis ovalis、 Gomphonema

pumilum var igidum、 GyЮsigma procerum等 を伴う。

なお、化石の少なかった S D 260c‐ c'試料番号 3(地山)

は、これまでの試料で産出したような流水性種や陸生珪藻が

少量ながら検出されるのみである。

(3)花粉分析 (表 9、 第31図 )

図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間

の区別が困難なものを示す。また、木本花粉総数が100イ固体

未満については、統計的に扱うと結果が歪曲する恐れがある

ため、出現した種類を十で表示するに留めている。

分析対象とした4試料のうち、S D260d―どを除く3試料は、

花粉化石の産出状況が不良であり、定量解析を行えるだけの

個体数を得ることができなかった。これらの試料の検出され

た種類についてみると、木本花粉ではブナ属、コナラ属コナ

ラ亜属、モチノキ属が、草本花粉ではイネ科、カヤツリグサ

科、クワ科、サナエタデ節―ウナギツカミ節、ソバ属、ヨモ

ギ属が、わずかに認められるのみである。

S D260d―どでは、花粉化石が検出されるものの、前述の試

料同様に保存状態は良好ではない。花粉群集組成では草本花

粉が多産し、特にアカザ科が優占する。その他ではイネ科、

クワ科、カヤツリグサ科、ヨモギ属等が産出し、栽培種であ

るソバ属の花粉も検出される。一方、木本花粉ではコナラ亜

属、ウコギ科、マツ属等が多産し、ツガ属、コウヤマキ属、

サワグルミ属、カバノキ属、ハンノキ属、ブナ属、ニレ属―

ケヤキ属、ガマズミ属などを伴う。

(4)植物産酸体分析 (表10、 第32図 )

各試料からは植物珪酸

体が検出されたが、保存

状態は不良であり、表面

に多数の小孔 (溶食痕 )

が認められる。以下、各

地点の産状を述べる。

1)S D 260c―げ。試料番

号 3

植物珪酸体含量は、約

4,600イ固/gと 他地点の試

料と比較して最も少ない

表9 花粉分析結果
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―第31図 主要花粉化石群集の層位分布
出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を基数として百分率で算出した。なお、

●Oは1%未満、十は木本花粉100個体未満の試料について検出した種類を示す。
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値を示す。検出された分類群では、クマザサ属を含む

タケ亜科の産出が目立ち、ヨシ属、ウシクサ族、イチ

ゴツナギ亜科などが認められる。

2)S R 640r― ゴ・試料番号1

植物珪酸体含量は、約16,000イ固/gである。クマザ

サ属を含むタケ亜科の産出が目立ち、ヨシ属、ウシク

サ族、イチゴツナギ亜科などが認められる。また、栽

培植物のイネ属も検出され、葉部の短細胞珪酸体や機

動細胞珪酸体、籾殻の穎珪酸体が認められる。含量は、

短細胞珪酸体は約600個 /g、 機動細胞珪酸体は約

1,500個/g、 穎珪酸体は約300個 /gである。

3)S D260d―♂・試料番号 4

植物珪酸体含量は、約25,000イ固/gである。クマザ

サ属を含むタケ亜科とともにイネ属の産出が目立ち、

この他にヨシ属、ウシクサ族、イチゴツナギ亜科など

が認められる。栽培植物のイネ属の植物珪酸体含量は、

短細胞珪酸体は約4,100イ固/g、 機動細胞珪酸体は約

5,500個 /g、 穎珪酸体は約1,800個/gである。

4)S D260cゼ・試料番号 1、 2

植物珪酸体含量は、試料番号2は約20,000イ固/g、 試

料番号11よ約25,000個 /gと 試料番号1で多い傾向にあ

る。 2試料の植物珪酸体の産状は同様であり、クマザ

サ属を含むタケ亜科とともにイネ属の産出が目立ち、

この他にヨシ属、ウンクサ族、イチゴツナギ亜科など

(X10'個を)

第32図 植物珪酸体合量の層位的変化

表10 植物珪酸体含有量
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堆積物lgあ たりに換算した個数を示す。●〇は100個/g未満の種類を示す。 料について検出

が認められる。イネ属の植物珪酸体含量は、試料番号 した種類を示す。

2では短細胞珪酸体は約2,100個 /g、 機動細胞珪酸体は約2,600個 /g、 穎珪酸体は約500個 /gである。一方、試料番号

1では短細胞珪酸体は約4,100個 /g、 機動細胞逮酸体は約4,200個 /g、 穎珪酸体は約1,900イ固/gと 、試料番号 2と 比較

して多く含まれる。

(5)種実分析 (表11)

土壊洗出試料であるS D 260d―ば'試料番号 4か らは、栽培植物のイネの炭化した胚乳が1個、草本のアカザ科の種

子が7イ固、キジムシロ属―ヘビイチゴ属―オランダイチゴ属の核が 1個、カタバミ属の種子が1個、エノキグサの種子

が1個検出された。この他に、木材が 2個、炭化材が0.01g未満、昆虫の破片が 5個検出された。

一方、単体で検出された試料では、 S D250か らは、栽培植物のモモの核が検出された。X30③層、X20③層から、

完形個体が各 1個、X30⑥層から、破片個体が 4個検出された。種実以外では、木材が S D250X30⑥層から8イ固、 S

D250X20③層から1個検出された。

以下に、本分析にて同定された種実の形態的特徴等を、木本、草本の順に記す。

<木本>

。モモ (Pmnus persica Batsch) バラ科サクラ属

種   類 一囲
‐Ｃ・Ｃ
囲
∬

SR640 SR260

試料番号 1 2 4 1 3(地山 )

イ不族イ不属 4100 2100 4100

タケ亜科クマザサ属 900 1500 1600

タケ亜科 2000 1000 400 1600

ヨン属 400 200 500

ウンクサ族ヨプナグサ属

ウンクサ族ススキ属 1100 700 <100

イチゴツナギ亜科 300 200

不明キビ型 3500 2200 2300 <100

不明ヒゲシバ型 300 <100 100 <100

不明ダンチク型 700 700

イ不族イ不属 4200 2600 5500 1500

タケ亜科クマザサ属 3000 4600 4100 2100 1200

タケ亜科 500 500 700 600

ヨシ属 300 400 300

ウンクサ族 400 <100 390 0

ンバ属 200

不明 1300 2000 3300 400

邊化組織片

イネ属穎班酸体 500 300

合  計

9200 7300 2300

イネ科菜身機動細胞珪酸体 9800 10800 13700 8300 2200

珪化組織片 500 1800 0

総 計 24790 20400 24700 4600

J′



核 (内果皮)の完形、破片が検出された。灰褐色、広楕円体でやや偏平。長さ2.3cm、 幅1.4-1.7c14、 厚さ1.1-1.3

cm程度。頂部はやや尖り、基部は切形で中央部に湾入した膀がある。 1本の明瞭な縦の縫合線上が発達し、背面正中

線上に細い縦隆条が、腹面正中線には浅い縦溝とその両側に幅の狭い帯状部がある。内果皮は厚 く硬く、表面は縦に

流れる不規則な線状の深い窪みがあり、全体として粗いしわ状に見える。X30①層、X20③層から検出された完形 2

個体は、表面が磨耗している。S D250 X30⑥層の破片個体4個のうち2個には署歯類 (ネズミなど)に よると考え

られる食痕 (円形の孔)が確認される。

<草本>

・イネ (oryza sativa L.) イネ科イネ属

胚乳が検出された。炭化しており黒色、長楕円形でやや偏平。長さ 5 mln、 幅2.541m、 厚さ1.541m程度。基部一端に胚

が脱落した斜切形の凹部がある。表面はやや平滑で、2-3本の隆条が縦列する。

・アカザ科 (ChenopOdiaceae)

種子が検出された。黒色、円盤状でやや偏平。径 1.2naln程度①基部は凹み、勝がある。種皮表面には隣を取り囲む

ように微細な網目模様が放射状に配

列し、光沢が強い。

・キジムシロ属―ヘビイチゴ属―オ

ランダイチゴ属 (Potcntilla―

Duchcsnca― Fragaria) バラ科

核 (内果皮)が検出された。淡灰

掲色、腎形でやや偏平。径 l oln程度。

内果度は厚く硬く、表面は粗面。

・カタバミ属 (Oxalis) カタバミ科

遺構名 層名
料

号

試

番
種類名 部位 】大態 陸

重
備考

SD260 4 イネ 胚▼L ラ屯化 200cc

アカザ科 種 子 破 片 総1催 ,分析

キ泌ンロ属ヘビイチゴ属オラン/Tチゴ属 核

カタバミ属 種子 破 片

エノキグサ 種子 1個

木材 2個

うと化材 炭 化

X30 見 虫 破 片

SD250 ③層 X30 核 完形 1個 表面磨耗

(0眉 モ モ 核 破片 4個 食痕2個

X30 木材 8個

③層 X20 モ モ 核 完 形 表山暦耗

木材 1個

表 1刊  院林遺跡 種実分析結果

種子の破片が検出された。茶褐色、倒卵形で偏平。長さ1.711n4、 幅1皿程度。基部はやや尖る。種度は薄く柔らかく、

縦方向に裂けやすい。表面には4-7列の肋骨状横隆条が配列する。

・エノキグサ (Acttypha austtlis L.) トウダイグサ科エノキグサ属

種子が検出された。黒掲色、倒卵体。長さ1.9Hul、 径1.411m程度。基部はやや尖り、Y字状の筋がある。種皮は薄く

硬く、表面には細かい粒状の凹みが密布しざらつく。

4.考察

(1)堆積環境

分析対象試料とした土壌試料 5点のうち、 S D260c―ざ最下部に相当する青灰色粘土 (試料番号 3)は本遺跡の基盤

となる土層 (地山)に相当する。また、 S R 640rギの最下部に相当する灰色を呈する極細粒砂～シルト (試料番号1)

は古代の川跡内の堆積物、 S D260d―♂の灰褐色粘土～シルトは中世の大溝覆土下部の土層、 S D260c―げの (暗)灰色

を呈し砂が混じる泥質土 (試料番号 2)、 泥分を含む砂質土 (試料番号1)は大溝覆土上部に相当し、大溝の埋積過程、

或は、埋没後の土層と考えられる。

このうち、地山に相当するS D260c―げの地山 (試料番号 3)では、珪藻化石の産出が極めて少なかったことから、

堆積環境を検討することは困難であつた。なお、本土層は青灰色粘土からなること、検出された珪藻化石が破損して

いることなどを考慮すると、産出が少なかった要因として、堆積後の経年変化で分解・消失したことが考えられる。

古代の川跡の堆積物と考えられる S R 640r―ゴ試料番号 1は、中～下流性河川指標種群を含む流水性種が多産すると
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いった特徴が認められた。本分析結果は、前述の試料の観察所見を支持する結果といえ、本土層堆積時は流水の影響

のある不安定な環境であったことが推測される。

大溝覆土下部に相当するS D260d―♂試料香号 4では、水生珪藻とこれとは生育環境を異にする陸生珪藻とがほぼ同

率で混在し、さらに、水生珪藻は流水不定性種が優占し、中～下流性河川指標種群を含む流水性種を伴うなど、生育

環境を異にする複数の種類が混在し、特に多産するものがないといった特徴を示した。このような特徴を示す群集組

成は混合群集とされ、河川の氾濫などによつて堆積した一過性堆積物中の珪藻群集に近く (堀内ほか,1996)、 沖積

低地などで認められる場合が多い。このことから、本試料堆積時は、普段はそれほど水の影響は無いものの、しばし

ば付近の河川等からの洪水堆積物の影響を受けるような環境が推測される。大溝覆土上部に相当すると考えられるS

D260cゼ (試料香号 2)では、水生産藻が優占し、中～下流性河川指標種群を含む流水性種が多産するといった特徴

が認められた。本地点より採取された試料の観察所見では、試料呑号2の上・下位については流水や氾濫堆積物の影

響が示唆されることから、これらの地積物の影響、或は、本土層堆積時に流水等の影響があった可能性がある。

(2)古植生

S D 260c― げ試料番号 3、 S R 640r― r試料番号 1、 S D260c―げ試料番号 2か らは花粉化石がほとんど検出されなかっ

たことから、古植生推定のための定量解析を行うことができなかつた。花粉化石・シダ類胞子の産出状況が悪い場合、

元々取り込まれる花粉量が少なかった、或は、取り込まれた花粉が経年変化により消失したといつた要因が挙げられ

る。また、一般的に花粉やシダ類胞子の堆積した場所が常に酸化状態にあるような場合、花粉は酸化や土壊微生物に

よって分解・消失するとされている (中村,1967;徳永・山内,1971;三宅・中越,1998な ど)。 僅かに検出された

花粉化石の状態をみると、花粉外膜が破損・溶解しているものが多かったことから、堆積時に取り込まれた花粉
・シ

ダ類胞子も、その後の経年変化により分解 。消失したと考えられる。

S D260d―♂では花粉化石が検出されたが、花粉外膜が破損・溶解しているものが多く認められた。花粉やシダ類胞

子の腐蝕に対する抵抗性は種類により異なっており、落葉広葉樹に由来する花粉よりも針葉樹に由来する花粉やシダ

類胞子の方が酸化に対する抵抗性が高いとされている (中村,1967;徳 永・山内,1971;三 宅・中越,1998な ど)。

多産した草本類においても比較的分解に強いとされる花粉や、分解が進んでも同定可能な花粉が多く検出されている

ことを考慮すると、本試料で認められた花粉化石群集は他の試料と同様に経年変化による分解・消失の影響を受けて

おり、分解に強い花粉が選択的に多く残されていると考えられる。そのため、ここでは、当時の周辺植生を正確に反

映していない可能性があることを考慮し、古植生について考察を行う。

広域の植生を反映する木本類では、コナラ属ヨナラ亜属が最も多く産出し、次いでウコギ科、マツ属などが多く認

められ、この他に、ツガ属、コウヤマキ属、サワグルミ属、カバノキ属、ハンノキ属、ブナ属、ニレ属―ケヤキ属、

ガマズミ属等が検出された。このうち、コナラ亜属は、ブナ属やカバノキ属等とともに冷温帯性落葉広葉樹林の主要

構成要素であり、サワグルミ、ハンノキ属、エレ属―ケヤキ属などは河畔や低湿地などの適湿地を好む種を含む分類

群である。このことから、当時の本地域周辺には、コナラ亜属等からなる落葉樹林が存在し、部分的にソガ属、
コウ

ヤマキ属、スギ属などの温帯性針葉樹も分布していた可能性がある。また、ウコギ科などは丘陵縁辺部や林縁部など

に分布し、周辺の河川等の河畔や低湿地にはサワグルミ属、ハンノキ属、ニレ属―ケヤキ属などが生育して
いたと考

えられる。なお、放射性炭素年代測定試料とした住居跡 (S1350)出土炭化物は、クヌギ節及びコナラ節であつた。

分析対象とした大溝の時代観と異なるものの、恐らく、古代頃にも周辺丘陵
・後背山地などに生育しており、これら

を利用していたと考えられる。

なお、本遺跡周辺では、下老子笹川遺跡 (高岡市)において縄文時代晩期～近世までの花粉分析調査が行われてい

る。この調査成果によれば、縄文時代晩期ではクリ、ナラ類を主体とする落葉広葉樹林が分布し、 トチノキ林なども

男



存在していたが、弥生時代～古墳時代ではスギ、ハンノキ属が中心となり、それ以降もスギとハンノキ属の森林が拡

大したとされている。また、近現代になるとニヨウマツ類が増加し、マツ林が二次林として形成されたと推定されて

いる (株式会社 古環境研究所, 2006)。 また、梅原胡摩堂遺跡 (南砺市)の中世～近世の試料を対象とした分析調

査では、ハンノキ属を主体とする群集が得られており、局地的な湿地林の存在が指摘されている (パリノ・サーヴェ

イ株式会社,1996)。 本分析結果では、分解・消失の影響を考慮してもスギ属、ハンノキ属などの割合が低いこと、

草本類の割合が高いことなどから、中世頃の遺跡周辺にはスギ林、ハンノキ湿地林等が存在せず、比較的開けた環境

であつたと推測される。

一方、比較的遺跡の周囲の植生を反映する草本類では、アカザ科が多産し、イネ科、クワ科、カヤツリグサ科、ヨ

モギ属などの花粉化石が検出された。また、同試料からは、アカザ科、キジムシロ属―ヘビイチゴ属―オランダイチ

ゴ属、カタバミ属、エノキグサ等の種実が検出された。これらの多くは、開けた場所に草地を形成する人里植物を多

く含む分類群であり、その他にも同様の生育環境を示す草本花粉の種類も多く認められたことから、周辺にはこれら

の草本群落が存在したと考えられる。

植物珪酸体では、いずれの試料もクマザサ属を含むタケ亜科の産出が顕著であり、この他にススキ属、イチゴツナ

ギ亜科等が検出された。また、湿潤な環境に生育するヨン属の植物珪酸体も検出されたことから、上記の草本群落だ

けではなく、ヨシ属等が生育する湿地も分布していたと考えられる。なお、日本海側の多雪地域は、自然状態ではブ

ナを中心とした森林植生となり、ブナの林床にチンマザサ (ク マザサ属の一種)が発達する (宮脇,1985)と されて

いる。遺跡の立地や花粉分析結果からコナラ亜属、ブナ属などの落葉広葉樹林が推定されることを考慮すると、多産

したクマザサ属の植物珪酸体は、上流域に位置する山地から供給された可能性もある。

(3)植物資源利用状況

S R640や S D260覆土からは、栽培種であるイネ属の業部や籾殻に形成される植物珪酸体が検出された。特に、中

世の S D260覆上下部、 S D260覆土或はその上部の土層で顕著であり、短細胞珪酸体で約4,100個 /g、 機動細胞珪酸

体で4,200～ 5,500イ固/g前後、穎珪酸体で約2,000個/g弱であった。なお、稲作が行われた水田跡の土壌ではイネ属の

機動細胞珪酸体が5,000イ固/g程度検出されることが多く、その程度の産出が認められると安定した水田稲作が行われ

たと推定されている (杉山,2000)。 これらの試料からは同程度の検出が認められたことは注目され、中世以降の遺

跡周辺あるいは集水域における稲作や、後述するように炭化したイネの胚乳の検出などからイネ属の植物体の利用な

どが推測される。また、 S D260覆土からは、栽培種であるソバ属の花粉も検出された。このことから、遺跡周辺で

はソバ栽培なども行われていたと考えられる。

S D250や S D260か らは、モモやイネの種実遺体も検出されている。これらは、古くから栽培のために持ち込まれ

た渡来種であり (南木,1991)、 S D250か ら核が6個検出されたモモは、観賞用の他、果実や核の中にある仁 (種子)

などが食用、薬用等に広く利用される。また、sD260d―♂試料番号 4か ら炭化胚乳が 1個検出されたイネは、胚乳が

食用される。これらの栽培植物の可食部である種実が検出されたことから、本遺跡における利用や生活残澄の痕跡等

の可能性が考えられる。
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第 2節 須恵器の蛍光X線分析
胎土分析研究会 三辻利一

はじめに

富山県内には7世紀代から9世紀代にかけて多数の須恵器窯跡が発見されている。しかし、窯跡の後背地の地質が同じであ

るところから、窯跡出土須恵器の化学狩性には大きな地域差は認められない。それでも、粘土化のルツボの違いから小さな地

域差があることが分析データから確認されている。今回はその地域差をイ割昭して、院林遺跡から出土した須恵器の蛍光X線分

析によつて、その産地を推定した結果について報告する。

1.分析法

須恵器片試料は表面を研磨してのち、タングステンカーバイド製乳鉢の中で、100メ ッシュ以下に粉砕された。粉末試料は

塩化ビニル製リングを枠にして、内師 、厚さ翫mの錠剤試料を作成した。蛍光X線分析では標準試料を含めて、全試料

は一定形状にして定量分析することが鉄則となっているからである。標準試料には岩石標準試料」∈1を使用した。資料は理学

電機製配彦100(波長分散型)で分析した。この装置は∞試料が同時に搭載できる自動試料交換器を連結した完全自動式の分

析装置である。醐試料のうちの1個が岩石標準試料)∈1である。測定する日ごとに」Glの各元素の蛍光X線強度は測定されて

おり、その′日常性から、装置の安定陛がチェックされている。

使用X線管球は敵管球 (出力3.OkWlであり、その使用条件は醐N、 5随Aである。分光結晶にはTAP ttaの蛍光X線の分光

用)、 Crc(K、 CJ昭 )、 LiF(Fe、 Rb、 SI・8)カラ度用された。また、蛍光X線強度の浪1定にはガスフロー比例計数管 仙a、 K、

CaR)と シチレーションカウンター lFe、 Rb、 Srm)を使用した。

2.分析結果

全試料の分析結果は表10にまとめられている。全分析値は同時に測定した岩石標準試料、」G‐1の各元素の蛍光X線強度を使

って標準化した値で表示してある。もし、°/。や画 が必要であれば、この標準化値に地質調査所から公表されている岩石

標準試料、」Glの分析値を乗ずればよい。しかし、データ解読にはJG lに よる標準化値で十分なので、通常、分析値はJG lに

よる標準化値で表示してある。

分析値はまず、いQ、 Rb Stの両分布図上にプロットされ、データ解読の作業力浙合まる。今回は各試料の推定年代の情報が

入れられているので、時期ごとに分けて両分布図を作成した。

第認図には7C中葉～8C前葉と推定される須恵器の両分布図を示してある。多くの試料はまとまって分布しており、富山

県内の同じ窯跡群の製品と推定される。

ここで、比較対照となる7世紀代の県内の窯跡出土須恵器の分析データが必要となる。筆者の手元には射水川右岸窯跡群

(天池C窯 )、 射水川東端窯跡群 (平岡窯)、 婦負窯跡群 (セ ンガリ窯、古り鴫 へ地点)、 射水川左岸窯跡群 (流団No,7、 1号、

3号窯)、 砺波松永窯弥群 (西蓮沼窯、山王奥堤窯、蓮沼新堤窯)の分析データがある。このうち、右岸群、東端群と婦負群

の試料群は両分布図では重複して分布したので、これらをまとめて3窯跡群とした。第認図には比較対照の領域として、3窯

跡群の試料群を殆ど包含するようにして3群領域として描いてある。院林遺跡の7世紀代の須恵器がもっともよく対応する領

域として3群領域を選択した。そうすると、降O分布図では7世紀代の須恵器は殆どが3群領域に分布することがわかる。一

方、院林遺跡に距離的に最も近い生産地として、砺波松永窯跡群がある。そこで、K、 飲 Rb、 Srの 4因子を使い、砺波松永

窯跡群と3窯跡群間の2群間判別分析を行つた。その結果を434図に示す。重複領域があるものの、両者の相互識別は十分可

能であることがわかる。ここで、もし、院林遺跡の7世紀代の須恵器が地元、砺波松永窯跡群のものであれt求 松永領域に分

布するはずであるし、3窯跡群のいずれかの窯跡群の製品であれば、3群領域に分布するはずである。院林遺跡出土須恵器
の
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産地推定の結果は第35図に示されている。数点の試料は不明領域に分布するものの、他の試料は3群領域に分布し、地元、松

永領域に分布する試料は1点 もないことがわかる。したがつて、院林遺跡の7世紀代の須恵器の大部分は右岸窯群、東端窯群、

婦負窯群のいずれかの生産地から供給されたものと推定された。不明領域に分布したNo.5、 9、 13、 約の4点の試料は産地不

明となる。これら4点は第認図の両分布図でもまとまって3群領域の右上方に分布しており、同じ生産地の製品とみられる。

他方、産地不明となったもう一つのグループであるNo.3、 17も他の試料集団からはずれて3群領域の右下に分布しており、

この2点も同じ生産地の須恵器と推定される。そうすると、院林遺跡の7世紀代の須恵器は少なくとも3ヶ所の生産地から供

給されていたことになる。いずれも県内の生産地の製品と推定されるが、筆者の手元のにない窯跡の製品である可育〕陛が高い。

土器形式での対応が注目される。

院林遺跡出土の8世紀代の須恵器の両分布図を第%図に示す。これらの須恵器を比較対照する窯跡群をどう選択するかが問

題である。

8世紀代は富山県内では須恵器生産がもっとも盛んであった時期である。窯跡数も多い。筆者の手元にある8世紀代の試料

は安居窯跡群、射水川右岸窯跡群、平桜岡山窯跡群、栴檀野窯跡群、射水川東端窯跡群、婦負窯跡群、射水川左岸窯跡群、上

末窯跡群などの窯跡群の試料である。このうち、院林遣跡出土の8世紀代の須恵器に両分布図上でもっともよく対応するのは

地元、安居窯跡群であった。そこで、第箭図には比較対照の領域として安居窯跡群の領域を描いてある。また、上記の窯跡群

の中でもっとも遠く離れて分布する右岸領域も参考のために描いてある。まず、第36図から右岸窯跡群の製品ではないことは

ほぼ間違いないことがわかる。

そこで、安居領域にもっとも近い領域として、婦負窯跡群を選択し、安居群と婦負群間の判別分析を試みた。その結果を第

37図に示す。かなり広い重複領域があるものの、両者の識別は不可能ではないことがわかる。この分布図上に院林遺跡出土の

8世紀代の須恵器をプロットしたのが第38図である。No.25は婦負領域に分布し、婦兵窯跡群の製品である可能性が高い。 5

点の試料は安居領域に分布しており、地元、安居窯群からの供給が多かったことを示している。産地不明となったのはNo22、

28、 制の3点である。第箭図の両分布図でも他の試料集団から離れて分布していることが分かる。しかし、これら3点も一応、

安居領域に分布しており、富山県内の生産地の製品であることには相違ない。

院林遺跡出土の9世紀代の須恵器の両分布図を第39図に示す。9世紀代には県内の須恵器窯跡の数は少ない。この中で、院

林遺跡の須恵器によく対応する生産地として、富山市の室住窯跡群を選択した。第詢図には室住領域を描いてある。No割、41

以外の試料はよく室住領域に対応していることがわかる。筆者の手元には9世紀代のもう一つの窯跡群のデータがある。小杉

町の南太閤山Ⅱ窯跡、西谷窯跡と立神窯跡の須恵器試料のデータである。これらを小杉群としてまとめた。室住群と小杉群間

の判別分析の結果を第範図に示す。重複領域があるものの、相互識別の可育静隆があることがわかる。この図上に、院林遺跡出

土の9世紀代の須恵器もプロットしてある。それらは室住群の試料と混在して分布しており、院林遺跡出土の9世紀代の須恵

器は室住窯群の製品である可能性が高いことを示している。

最後に、年代不明の須恵器の両分布図を第41図に示す。比較対照領域として、3群領域を描いてあるが、計算値ではNoお

のみが右岸窯群への帰属条件 (D2<10)を満足した。右岸窯群の製品である可育P陛が高い。他の試料は産地不明となったが、

これらの試料も安居領域に分布しており、富山県内の生産地の製品であろうと推定される。

今回は筆者の手元にある窯跡出土須恵器の分析データを比較試料として産地推定を試みた。しかし、参考試料は豊富になる

ほど、データ解析の精度が ます ことが予想 されるので、今後、参考試料 の一層の充実が期待 される。

もう一つの課題は蛍光X線分析による産地推定の結果と土器形式による産地の推論との対応である。筆者は全国的にみて土器

形式論だけで土器の産地を推定することは困難であると考えている。しかし、土器形式論を無視している訳ではない。日本考

古学がもつ土器形式論の詳細さには驚嘆すべきものがあるが、全国の須恵器を形式論で分類し、まとめた研究者は
一人もい

ない。富山県内の全時代の須恵器を形式論でまとめた研究者すらいない。したがつて、土器形式論による産地推定法は出来上
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がつていないのである。

他方、蛍光X線分析のデータには客観漆 あり、日本全域の須恵器の分析データをまとめていくことは十分可能である。筆

者はすでに窯隊出土須恵器の分析データに基づいて須恵器産地推定法を提案している。今回もその方法にしたがって産地推定

を試みた訳である力ヽ ただ、この方法は考古学側に馴染みにくい自然科学の方法であり、このまま、このデータを考古学側に

鵜呑みせよという考えは全くない。蛍光X線分所のデータを考古学側と共有するためには、蛍光X線分析のデニタを考古学側

の形式論と対応させるという共同研究の期間が必要であると考えている。この共同研究が成功したとき、日本の土器の考古学

は世界―になるであろう。そのとき、土器の生産と供給の問題の1研究は大きく前進し、最もありぶ注た考古遺物である土器を

日本史研究に大きく役立てることができるであろう。
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第41図 年代不明の須恵器の両分布図

番号 1穐構名 降R告番号1器種名 1    時期    I K I Ca l Fe l Rb l 聾 推定産地

1 SR640 122 不 B 7世紀末～8世紀初頭 0512 0083 0683 0357 0122 3窯跡群

2 SR640 退 7世紀末～ 8世紀初頭 0512 0091 0690 0371 0114 3窯跡群

3 SR640 蓋 7世紀前葉～中葉 0418 259 0460 0477 0088 不 明

SR640 120 イ B 7世紀中葉～後葉 0478 128 0605 0457 0171 3窯跡群

5 SR640 林 B 7世紀後葉 0553 0153 0518 0255 不明

6 SR640 109 杯A 7世紀中葉～後葉 0519 49 0639 0352 0129 3窯跡群

7 SR640 杯A 7世紀前葉 ～中葉 0538 0151 0615 0530 0135 3窯跡群

8 SR640 高杯 7世紀 中葉 ～後葉 0505 0051 0723 0350 0089 3窯跡群

9 SR640 不 A 7世紀 中葉 ～後葉 0540 0127 0797 0527 D026ι 不明

SR640 杯 7世紀代 0097 0673 0365 0173 3窯跡群

SR640 lTNA 7世紀代 0510 0111 0726 0116 3窯跡群

SR640 不 B 7世紀代 0510 0078 0686 0343 0131 3窯跡群

SR640 蓋 7世紀代 0575 0134 0807 0562 0222 不 明

SR640 蓋 7世紀代 0507 0095 40 0685 0372 0123 3窯跡群

SR640 蓋 7世紀代 0139 225 0652 0447 0123 3窯跡群

SR640 蓋 7世紀代 0523 0081 0715 0362 0120 3窯跡群

SR640 蓋 7世紀代 0378 0162 90 0533 0384 0117 不明

SR640 蓋 7世紀代 0490 0162 0709 0245 3窯跡群

9 SR640 蓋 7世紀代 0517 0093 0714 0369 0138 3窯跡群

SR640 蓋 7世紀代 0559 0127 0752 0545 0236 不 明

SR640 ITNB 8世紀中葉 0548 0146 0761 0468 0243 安居窯群

SR640 杯B 8世紀前葉 0595 0085 0741 0429 0170 不明

23 SR640 100 蓋 9世紀前葉 0544 0123 64 0792 0437 0180 安居窯群

24 SR640 甕 8世紀前葉～中葉 0534 0109 67 0731 0354 0114 安居窯群

SR640 蓋 8世紀代 0510 0094 0642 0395 0123 婦負窯群

SR640 蓋 8世紀代 0537 0133 0444 0210 安居窯群

SR640 一霊 8世紀代 0536 0117 0738 0385 0133 安居窯群

SR640 蓋 9世紀前葉 0131 0792 0473 0209 不 明

SR640 104 杯 A 9世紀後葉 0537 0065 0727 0352 0089 不明

SR640 郭A 9世紀代 0519 0078 0681 0347 0 室住窯群

31 SR640 杯 A 9世紀代 0108 0708 0322 0107 室住窯群

SR640 杯A 9世紀代 0403 0092 200 0299 0075 室住窯群

SR640 不A 9世紀代 0439 0074 0309 0081 室住窯群

SR640 不 A 9世紀代 0128 0734 0464 0227 不明

SR640 邦 B 9世紀代 0474 0075 0633 0344 0098 室住窯群

SR640 ）匠 ? 0462 0054 219 0638 0233 0082 室住窯群

SR690 142 杯B 7世紀後葉 0561 0124 0734 0394 0149 室住窯群

SR690 不 B 7世紀中葉～後葉 0483 0131 0704 0427 0195 室住窯群

SR690 蓋 8世紀後葉 0568 0122 0751 0250 室住窯群

SR690 林A 9世紀代 0516 0076 0360 0131 室住窯群

SR690 杯 A 9世紀代 0148 0678 0452 0205 不 明

SR690 不 9 046 0133 0605 0471 0182 不明

SR690 蓋 9 0514 0135 0693 0449 0232 右岸窯群

44 SR690 甕 ? 0097 0622 0425 158 不明

SR690 奏 9 0447 0109 0434 0148 不明

SR690 一亜 ? 0388 0137 0503 0158 不明

47 SR640 蓋 7世紀前葉～後葉 0504 0069 0670 0339 0101 3窯跡群

表12 須恵器産地同定資料一覧

郭Aは無台lTN、 不 Bは有台イを示す。
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第 5章 まとめ

＼
7tLttE 8世紀 9世紀

前

葉
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葉

後

葉
前
葉

中

葉

後

棄
前
葉
中

葉

後

葉

Si350

SB06

SB07

SB08

SK428

SK473

SR690

SR640

表13 古代主要遺構の消長

第 1節 古代
竪穴住居 (S1350)、 掘立柱建物 (SB03,04・ 06・ 07・ 08)、 土坑

(SK160・ 428,473・ 474・ 475,477)の他、自然流路 (SR640・ 690)

等を確認した。

まず報告 した個々の遺構の年代観について述べる。竪穴住居

S1350は 、かまど及びかまどの北狽Jに設けられた土坑 (S1350-SKl)

出土の土師器甕より8世紀後葉～ 9世紀前葉に相当する。

掘立柱建物は、SB06がSK428よ りも新しく7世紀後葉以降で、SB07は S1350に切られることから8世紀中葉以前とな

る。SB06と SB07は ほぼ同じ主軸方位を持ち、建物の規模も近似することから、同時期と想定され、 7世紀後葉～ 8

世紀中葉の間に存続したと考えられる。SB04・ 08は柱穴の規模と方位より、SB03は柱穴の規模と出土遺物より古代

と判断した。土坑は、罰望28が 7世紀前葉～中棄と今回の調査では最も古相を示し、団廼73・ 474・ 475・ 477が 7世

紀代となる。自然流路はSR640,690の 2本を確認したが、いずれも7世紀～ 9世紀までの遺物を含み、 8世紀代が

多数を占める。SR640出土遺物には 9世紀後葉まで下るものもあるが、今回の調査では、自然流路を除いてS1350よ

りも新しい古代の遺構は確認しておらず、sR640・ 690上流の遺跡より流入したもの想定される。

第 4章の自然科学分析では、S1350出 土炭化物を用いた放射性炭素年代測定とSR640採取資料による古環境変遷、

SR640・ 690出土須恵器の蛍光X線分析を実施した。S1350か まど及び土坑 (S1350-SKl)の 放射性炭素年代測定の結果、

暦年較正年代でかまど出土炭化物がcalAD 640…674、 土坑出土炭化物がcalAD 662_766と なる。上述の出土遺物より判

断したS1350の年代とは大きく隔たりが生じるが、S1350は SB07を 切ることなど、他遺構より混入した可能性も排除で

きず、資料の由来について検討を要する。SR640堆積土の分析結果、イネ属の植物珪酸体が中世SD260の半分以下と

いう数値ながら検出され、少なくとも分析に供した堆積土の形成時期、つまりSR640の流れが停止した 9世紀後棄以

降には水田耕作が遺跡周囲で行われていたものと考えられる。SR640・ 690出土須恵器の蛍光X線分析の結果では、 7

世紀代が比較対照窯跡資料に明瞭な差異が無く窯を特定するには至らなかったが、比較的近距離にある砺波市松永窯

群からの供給は確認できなかった。 8世紀代に入ると資料の大半は南砺市安居窯となり、 9世紀代では富山市室住窯

群より供給された可能性が↓旨摘されている。今回分析に供した資料の中には、肉眼でも観察しうる特徴的な胎土を有

するものや、器形、成形・調整技法に特徴的なものも認められる。これらの観察による考古学的手法からみた産地の

同定には、産地に特出する器形や成形・調整技法の抽出が必要であり、その上で自然科学分析とのクロスチェックを

行うことが検証性を高めていくことにつながる。

今回の調査で確認した古代の集落は、Y120からY170の凡そ東西50mの範囲に集中する。Y170以東では当該期の遺構

をほとんど確認していないが、この部分では耕作土を取り除くと直ちに中世の遺構面に達するなど、中世以降の削平の

可能性も考慮する必要がある。調査地の東側約100mにある寺家廃寺跡との関連については、今回の調査では寺院に伴

うような遺構や遺物は確認しておらず、どのような関わりがあったかについては明らかでない。現在、院林遺跡と寺家

廃寺とは旅川によって隔てられているが、古代の集落が営まれていた当時は陸続きであつた可能性もある。掘立柱建物

や竪穴住居など当該期の主要な遺構は北北西―南南東方向に主軸を持つなどの規則性が認められる。自然流路などの自

然地形に規制されたのか、若しくは寺家廃寺跡を中心とする地割が周辺に展開していたのかについては、寺家廃寺跡及

び寺家遺跡が今回の調査と同事業の路線内に含まれていることから (第 3・ 6図 )、 今後の発掘調査に期待される。
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第42図 院林遺跡 古代。中世遺構変遷図 (S:1/800)♀        1       4♀ m



第 2節 中世
当該期の遺構 として、掘立柱建物 (SB01・ 02・ 05)、 土坑

(SK799・ 823)、 大溝 (SD250・ 260・ 800)溝 (SD10・ 20・ 280。

300・ 303・ 400・ 420)の他、自然流路 (SR791)等 を確認した。

まず報告した個々の遺構の年代観について述べる。掘立柱建物は、

SB05が 13世紀後葉～14世紀中葉のSD300に切られることや、出土遺

物より判断して12世紀後葉～13世紀中葉と考えられる。SB01・ 02に

ついては、出土遺物やSB05と 近似する方位、柱穴規模などから同時

期と判断した。土坑はSK799がSR791に切られることから、下限は

中世後半と想定される。SK8231ま土師器皿 1点 を図化したのみで帰

＼
12世紀 13世紀 14世紀

前

葉

中

葉

後

葉
前
葉
中

棄
後
葉
前

葉

中

葉
後
葉

SD250

SD260

SD800

SD280

SD300

SD400

SD420

SB01

SB02

SB05

表14 中世主要遺構の消長

属時期の判断に窮するが、周辺の遺構出土遺物を考慮して12世紀後葉～14世紀中葉と考えられる。大溝は、SD250が

出土遺物から14世紀中葉を下限とする。SD280を 切るが出土遺物の年代に顕者な差異は認められず、比較的短期間に

機能したものと考えられる。

出土遺物の傾向については、土師器皿と珠洲焼鉢・甕類が大半を占め、これに輸入陶磁器や石製品、金属製品など

が少量加わる。土師器皿については、ほぼ全てが手捏ね成形の皿で、ロクロ成形の皿は極めて少なくなる。出上位置

については、大溝SD250・ 260の他は、SD10・ 300な ど埋土に砂礫層を含む遺構からの出土が多くなり、特に大溝で

はSD250が南偵J、 SD260が調査区 1のY140～ 160に集中し2地区では減少する。sD2601ま流れがあった状況を積極的

に支持する堆積は確認できないことから、遺物はそれほど移動していないと想定される。

第4章の自然化学分析では、SD260堆積土を対象として古環境復元を実施した。植物珪酸体分析ではイネ属の量が

突出し、また種実分析では、炭化したイネの胚乳が確認されていることなど、水田稲作が当時すでに行われていた可

能性を示唆する。イネ以外にも、モモの種実やソバ属の花粉などを確認しており、いずれも食用に用いられたと考え

られる。また、木本類では、スギ属、ハンノキ属の花粉は少なく、その一方で草本類が多いことから、杉林や湿地林

が存在せず、比較的開けた環境と推測されており、稲作を中心とした水田景観が中世段階には既に成立していたこと

が推定される。

今回の調査で確認した大溝を伴う中世村落の主体者については、sD250や SP645か ら硯が出土していることから識

字層であつたこと、sD300か らは鉄製品が、SD250。 260等からは鉄津が出土していることから、集落内に鍛冶工房

を有していた可能性がある。また、SD250,260の 掘削、維持管理といった大規模な土木工事を成し得た人物と考え

られる。院林氏および院林郷との関わりについては、院林氏と直接結びつける調査成果は確認できていないが、院林

氏が最も活躍する14世紀前葉～中葉頃には大溝SD250・ 260が掘削されている。また、14世紀中葉以降の院林氏の衰

退と共に、今回の調査地における中世村落の営みは停止する。このことから、院林氏の盛衰と共に村落が営まれ、14

世紀中葉以降新たな主体者の下で村落の再編が行われた可能性も推測される。

寓



遺構名 鰈
∞
酪
ｍ

長甲田

(m)
短軸
(m)

深さ
(m)
床面積
(ド )

備考 出土遺物 挿図 掲載遺物

Si350 30 140-150 58664 かまど。土坑・貝占床あり ○ 第9図 第21図Ⅲ2

表15 竪穴住居一覧表

遺構名
座標
(X)

座標
rYⅢ 柱間

鮮
ぐｍ

欠豆車由
(m)

面積
(請 )

方位 出土遺物 挿図 掲載遺物

3B01 170‐180 2間 Xl間 45-4.7 2.4 10,86 N-96星 W ○ 第10図

3B02 20-30 2間×1間 54 23 1242 N-51E ○ 第10図

3B03 120 2間×(1間 ) 46 N-51E ○ 第相図 第21図8

SB04 130 2間×(1間 ) 37 N-141W × 第11図

3B05 30-40 1間×(1間 ) N‐5星E ○ 第11図 第21図7

3B06 30 150 2問×2間 4.7 N… 66皇E ○ 第12図 第21図9

SB07 20-30 140-150 2問×2間 44 33 N-66呈 E ○ 第12図

3B08 130‐140 2間×2間 4.2-4.6 42-44 119 N‐20二W ○ 第13図

表刊6 堀立柱建物 一覧表

遣構名
座標
(X)
鮮
帥

長軸
(m)

矢豆車由
(m)

標高
(m)

沫ざ

(m)
出土遺物 挿図 掲載遺物

SK160 40 180 i3 1.5 57.41 039 ○ 第 4図

SK428 150 5732 0.18 O 第 4図 第21図5

SK473 150-160 i4 5704 0.35 O 第 5図 第21図 3・ 4

SK474 57.01 022 ○ 第 5図

SK475 20 14 57.15 022 ○ 第 5図

SK477 57.09 0.22 ○ 第 5図

SK799 40 14 5664 0.87 ○ 第 5図

SK823 50-60 23 1.5‐ 18 5716 031 ○ 男 5図 第21図6

表17 土坑 一覧表

表19清 一覧表

遺構名 酪
∞

座標
(Y)

幅

(m)
深さ
(m)

保高

(m) 出土遺物 挿図 掲載遺物

SD250 20-50 160-170 68-74 0.5-07 57.43 O 第17図 第21図 10～第22図36

SD260 40-160 48‐6.4 0.5-0,8 57.20 ○ 第16図 第22図37～ 63

SD800 0-20 10-20 30‐3.6 5695 O 第17図 第22図 64・ 65

表18 大清 一覧表

遺構名
座標
(X)

座標
(Y)

幅
(m)

深さ
(m)

標高
(m)

出土遺物 挿図 掲載遺物

SD10 180-190 05-1.2 0.2-03 5707 ○ 第19図 第23図66～ 75

SD20 20-30 180‐ 190 5726 ○ 第19図 第23図76

SD90 20-30 170-180 0,3‐04 57.41 ○ 第19図

SD155 40 5742 × 第14図

SD280 20-50 0,7 0.2 5731 ○ 第19図 第23図77

SD300 20-40 150‐ 08 5720 ○ 第18図 第23図78～ 92

3D303 30 140- 60 0.4-10 02 5726 ○ 第19図 第23図93・ 94

SD400 30-40 120‐ 50 06‐0.8 0.2 5730 O 第19図 第23図95'96

3D420 40 160‐ 5786 × 第19図

遺構名
座標
(X)

座標
(Y)

幅
(m)

雅
ｍ

標高
(m)

出土遺物 挿図 掲載遺物

SR640 100-130 120以上 57.12 O 第20図 第24図97～第25図 136

SR690 10-30 60-70 85‐100 01-0.3 5703 ○ 第25図 136～ 143

SR791 10-20 10-40 12.0-13.0 56.62 ○ 第20図 第25図144～第26図 169

表20 自然流路 一覧表
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遺構名 鰈
∞
座標
(Y)
平面形態

長 軍田

(m)
州巳軍田

(m)
標高

(m)
深さ
(m) 土色

出土
遺物 掲載遺物

SB01-Pl 円 形 028 2.27 5740 032 10YR4/1褐 灰色粘質土に地山ブロック少量混入 ○

SB01-P2 円 形 033 027 57.35 032 10YR3/2黒 褐色粘質土に10YR3/3茶 褐色
少量混入

○

SBO珂 ―P3 20 円 形 0.34 0,26 5737 015 OYR3/1黒褐色粘質土 ×

SB01‐ P4 180 円 形 0.26 025 5738 0,13 OYR3/1黒掲色粘質土 ×

SB01-P5 170 長円形 038 0.26 57.34 049 OYR4/1褐 灰色粘質土と地山ブロックの互層 ×

SB01-P6 円 形 026 024 5739 018 OYR3/1黒 掲色粘質土と地山ブロックの互層 ×

SB02-Pl 20 130 長円形 0.32 021 5718 0.23 OYR3/1黒褐色粘質土と地山ブロックの互層 ×

SB02-P2 180 長円形 037 0,26 5730 022 10YR3/1黒 褐色粘質土に地山ブロック
少量混入・炭化物少量混入

×

SB02-P3 180 方 形 025 022 57.37 012 10YR3/2黒 褐色粘質土と地山ブロックの互層 ○

SB02‐ P4 30 円 形 0.28 026 5732 026 10YR3/1黒 掲色粘質土に炭化物少量混入 ○

SB02-P5 30 180 不整形 042 031 57.38 0.21 10YR3/1黒 褐色粘質土と地山ブロックの互層 ×

SB02‐ P6 20 180 円 形 035 0,35 5737 025 10YR3/1黒 褐色粘質土と地山ブロックの互層 ○

SB03-Pl 円 形 053 048 5728 10YR4/2灰 責褐色粘質上に地山ブロック少量混入 ×

SB03-P2 方 形 054 045 57.23 10YR3/3茶 褐色粘質土に10YR3/1黒 褐色粘質土
地山ブロック少量混入

×

SB03‐ P3 方  形 065 061 5728 036 10YR3/3暗 褐色粘質土 ○ 第21図8

SB04-Pl 130 長円形 062 047 57.31 023 10YR3/4暗 褐色粘質土 ×

SB04-P2 方 形 063 057 5723 014 10YR3/2黒 褐色粘質土と地山ブロックの互層 ×

SB04-P3 方 形 059 0.53 5724 0.22 10YR3/1黒 掲色粘質土 X

SB04-P4 円 形 0.38 5728 0.09 10YR3/8暗 褐色粘質土と地山ブロックの互層 ×

SB05-Pl 30 円 形 027 026 57.26 023 10YR3/3暗 掲色粘質土と地山ブロックの互層 O
SB05‐ P2 30 150 円 形 0.28 027 5701 042 10YR3/3暗 褐色粘質土と地山ブロックの互層 ○

SB05‐ P3 40 150 円 形 041 038 5704 026
10YR3/3暗 褐色粘質土と10YR4/1褐 灰色砂質土
の互層。炭化物含む

○ 第21図7

SB05‐ P4 40 長円形 051 0,33 5721 10YR3/1黒 褐色粘質土 ×

3B06‐ Pl 円 形 053 049 5741 039 10YR3/3暗 褐色粘質土に地山ブロック少量混入 ○

SB06-P2 30 円 形 043 043 5729 035 10YR3/3暗 褐色粘質土に地山ブロックの互層 ○

SB06-P3 150 円 形 039 035 57.25 024 10YR3/3暗 褐色粘質上に炭化物少量混入 ×

SB06-P4 円 形 047 0,45 5728 0.28 10YR3/3暗掲色粘質土に地山ブロック少量混入 炭化物少量混入 ○ 第21図9
SB06-P5 150 方  形 055 049 5729 0,29 10YR3/1黒 褐色粘質土と地山ブロックの互層 ○

SB06-P6 円 形 046 0.4 5732 023 10YR3/3黒 褐色粘質土と地山ブロックの互層 X

SB07‐ Pl 140 方 形 053 0.53 57.33 033 10YR3/1黒 褐色粘質土 ×

SB07-P2 30 不整形 054 5735 029 10YR3/1黒 褐色粘質土と地山ブロックの互層 ○

SB07-P3 30 150 方 形 0.51 0,46 57.34 034 10YR2/2黒 褐色粘質土 ×

SB07-P4 150 長円形 0.61 0,37 57.39 037 10YR2/2黒 褐色粘質土 ○

SB07-P5 140 円 形 0.48 0,47 5727 025 10YR3/1黒 褐色粘質土 ×

SB07-P6 140 方 形 055 048 5735 021 10YR3/1黒 掲色粘質土層と地山ブロックの互層 ×

SB07-P7 140 円 形 053 052 5733 019 10YR3/1黒 掲色粘質土に地山ブロック少量混入 ×

SB08-Pl 140 方 形 055 5728 025 10YR3/1黒 褐色粘質土 ×

SB08-P2 140 方 形 049 045 5734 0.27 10YR3/3暗 褐色粘質土 ×

SB08-P3 140 円 形 045 043 5735 0.53 10YR3/3暗 掲色粘質土 ○

SB08-P4 140 方 形 042 0.41 57.24 0.14 10YR3/1黒 掲色粘質土 ×

SB08-P5 140 方 形 048 0.46 57.86 0.36 10YR3/2暗 掲色粘質土と地山ブロックの互層 ×

SB08-P6 140 円 形 047 0.43 57.35 0.29 10YR3/1黒 褐色粘質土 ○

SB08-P7 130 長円形 0.47 5723 10YR3/1黒 褐色粘質土に地山ブロック少量混入 ×

表21 堀立柱建物柱穴観察表
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退構名 分類 器種名 焼成 備考

器高 その他 内面 外面 密度 外面 内面

土師器 甕
,OYR3/3 IIa ○ ○ ○ やや不良 ヨコナデ

土師器 甕 (226) やや粗 ○ ○ ○ ○ やや良好

SK473 土師器 甕 やや粗 ○ ○ ○ ○ X やや不良

黒色土器 高lTN やや粗 O ○ ○ ○ やや不良 ヘラミガキ

須恵器 密 ○ ○ ○ 良好

SK 823 土師器 (76) 浅黄橙色
やや狙 ○ ○ ○ やや不良 ヨヨナデ

珠洲焼 鉢 (69) 灰 色
やや粗 ○ ○ 良好 ヨコナデ

土師器 高替 (27) に本い苦惰色
やや粗 ○ ○ ○ ○ やや不奥 ヨヨナテ ヨコナデ

須恵器 無台イ (67) やや密 ○ ○ 良好 ロクロナテ

土師器 やや粗 ○ ○ ○ やや不良 ヨヨナデ

土師器 刑
名２５Ｙ離

やや粗 ○ ○ ○ ○ やや良好
ナ デ

口縁部煤付着

土師器 (82) (77) やや粗 ○ ○ ○ ○ やや良好

土師器 (52) 粗 ○ ○ ○ ○ やや不良

SD 250 土師器 皿 (117) 31 やや粗 ○ ○ × やや不良

土師器 にバいき措●
やや粗 O ○ やや良好

SD 250 土師器 皿 (113) 呻躯
ややIE ○ ○ ○ × やや良好

SD 250 土師器 皿 (118) やや相 ○ ○ ○ やや良好
ナ デ

上師器 柳い
やや密 ○ O ○ やや不良 才

”
珠湘焼 甕 やや組 ○ ○ ○ 良好 ヨコナデ ヨコナテ

珠洲焼 甕 やや粗 ○ ○ ○ O 良好

SD 250 珠洲焼 霊 (36) 粗 ○ ○ ○ 良好 ヨコナデ

珠汎焼 鉢 (50) やや粗 O O ○ 良好 ヨコナデ ヨコナデ

珠洲焼 煽鉢 (144) やや粗 O ○ ○ O 良好

SD 250 珠洲焼 擢鉢 剛』
やや粗 ○ O ○ × ○ 良好 ヨヨナデ

珠洲焼 鉢
翻

鮪

Ю

匠
やや粗 ○ ○ ○ × × やや不良

珠洲焼 やや粗 ○ ○ 良好 不明 ロクロナテ ヘラ記号

白臨 ll l
密 良好 ロクロ成形 ロクロ成形 丸皿

自磁 腕 密 見好 ロクロ成形 ロクロ成形 Ⅲ類

SD 250 誡 腕 密 長好 ロクロ成形 ロクロ成形 I頬

SD 250 鉄製品 鉄滓 賊
櫛
幅160 厚さ:28 重営研的

SD 250 石製品 硯 憲 :“ 0 厚さコ6 滑石製

SD 250 須恵器 やや粗 ○ ○ ○ × 良好 ロクロケズリ
ロクロナデ

SD 250 須恵器 雷 灰色
やや粗 ○ ○ 良好

SD 250 須蔦器 壷・瓶類 粗 ○ ○ ○ X 良好

須恵器 瓶類 的
膊

やや密 ○ ○ ○ 良好 ロクロナデ

土師器 鍋 粗 ○ ○ ○ ○ やや不良
ナ

メ

土師器 やや粗 ○ ○ ○ 不莫 不明

SD 260 土師器 (78) (67) 粗 O ○ ○ 不蔓 不明

土師器 (72) やや粗 O ○ O やや不良

土師器 (76) やや粗 ○ ○ O 良好 ヨコナデ

土師器 辰 白有
やや粗 ○ × ○ ○ やや良好

土師器 (70) XB ○ ○ ○ 不良 ヨヨナデ

SD滋60 土師器 皿 粗 ○ ○ ○ やや不良 不 明

SD 260 土師器 灰白色
やや密 ○ ○ ○ やや不良

SD 260 土師器 m (114) ややIB O ○ ○ やや不良

SD 260 土師器 やや粗 ○ ○ ○ やや不良

SD⊇60 土師器 やや綱 ○ ○ × やや良好 ヨコナデ?

SD ρ60 土師器 】帷
やや粗 ○ ○ やや不良

SD 260 土師器 皿 やや粗 ○ ○ ○ 良好 ヨコナデ

SD 260 自磁 腕 (17) 密 良好 ロクロ成形 回クロ成形 V類

SD 260 珠洲焼 鉢 やや粗 ○ ○ ○ 良好 ヨコナデ ヨコナデ

珠洲綾 摺鉢 組 ○ ○ ○ ○ 良好 ヨコナデ

鉄製品 鉄滓 厚きれ4 重量
"a的

須恵器 蓋 ｍ叫
lB ○ O ○ 良好 ロクロナデ

SD 260 須恵器 奮 やや粗 ○ ○ 良好 不明 ロクロナデ

SD 260 須恵器 有台 fTN
Ю
れ

やや粗 ○ ○ 良好

”］須恵器 有台不 (77)
ω
４

やや組 ○ ○ ○ 良好 ロクロナデ

SD 260 須恵器 有台イ (90) やや糧 ○ ○ ○ 良好

SD 260 須恵器 短頸壺 やや密 ○ ○ 良好 ロクロナテ

須恵器 瓶類
やや粗 ○ ○ 良好 回クロナデ ロクロナテ

SD 260 須恵器 菱 組 ○ ○ O 良好 ロクロナデ

土師器 婉
やや糧 ○ ○ ○ O 不良

ヨコナテ7

表22 出土遺物観察表①
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報

懸 避構名 分類 器種名 焼成 備 考その他 内面 外面 密度 外面 内面

SD 260 土師器 甕 (136) 組 ○ O ○ O 不良

土師器 やや糧 ○ ○ ○ やや良好 ヨヨナデ

SD 800 珠洲焼 摺鉢 Ｍ随
やや粗 ○ O ○ 良好 ヨコナデ

SD 10 土師器 皿 やや粗 O O ○ O やや不良 ナデ?

SD 10 土師器 やや粗 ○ ○ ○ やや不良 ヨヨナデ7

SD iO 土師器 やや粗 O ○ ○ ○ やや不良 ヨヨナデ? ヨコナデ?

SD iO 土師器 やや密 ○ O やや良好 ヨコナデ

SD 10 土師器
灰曽掲

“

やや粗 ○ ○ O ○ やや良好

土師器 密 ○ ○ ○ ○ 亮好 サ
竹

よこなで

SD iO 土師器 皿 (82) やや組 ○ ○ ○ やや良好 ヨヨナデ ヨヨナデ 有台皿

SD 10 土師器 有台婉 刊
″ やや糧 ○ ○ ○ ○ やや不良 不明 不明

黒色土器 有台婉 (17) やや密 ○ ○ ○ ○ やや不良 ナデ ミガキ,

SD IO 珠洲焼 銘 やや密 ○ ○ ○ 良好 ヨコナテ ヨコナデ

土師器 やや密 ○ ○ やや良好 ヨコナデ ヨコナデ

珠洲焼 捕鉢 剛』
やや粗 ○ ○ ○ 良好 ヨコナテ ヨコナデ

土師器 良 O O ○ × やや不良

上Rn器 やや粗 ○ ○ ○ やや不良

土師器 やや粗 ○ O O ○ やや良好

土師器 やや粗 ○ ○ 良好

SD 300 土師器 皿 (,4)
,ウ昔

“

やや粗 O ○ O ○ × やや食好 ヨコナデ

SD 300 土師器 皿 やや糧 ○ ○ ○ ○ 良好

SD 300 土師器 羽釜 やや糧 ○ ○ O X × やや不良 ヨコナテ 鍔下に煉付着

珠洲焼 鉢 (300)
”
● やや組 ○ ○ ○ 良好 ヨEHナデ ヨコナデ

珠洲焼 鉢 (290)
υ
名

α
魯 やや糧 ○ ○ ○ ○ 良好 ヨコナデ ヨコナデ

SD 300 珠洲焼 鉢
Ｎ‐

匝 蜘嚇
やや沼 ○ ○ ○ × 良好 ヨコナデ ヨコナデ

SD 300 珠洲娩 やや糧 ○ O ○ × O 良好 ヨコナデ

SD 300 珠洲焼 中随
組 ○ ○ ○ 良好 ヨコナデ ヨコナデ

青磁 密 良好 ロクロ成形 ロクロ成形 完形

白磁 碗 良好 ロクロ成形 ロクロ成形 V類

鉄製品 刀子 幅:25 厚さ0お

SD 303 土師器 皿 密 ○ ○ やや良好 ヨコナデ?

土師器 やや密 ○ ○ やや良好 ヨコナデ

土師器 (58) (2a) IIE ○ ○ ○ 不良 イトキリ? 不明 有台皿

土師器 拇
●

やや粗 ○ ○ ○ ○ やや不良 ナデ? 有台皿

SR 640 須恵器 蓋 やや粗 O ○ 良好

須恵器 蓋 やや粗 ○ ○ ○ × やや良 ロクコナテ

SR 640 須恵器
径:25

やや糧 ○ ○ 良好 ロクロナデ

須恵器 蓋
掲灰缶 灰 白i ややIE O O × × X やや良好 ロクロナデ ロクロナテ ヘラ記号「×」

SR 640 須恵器 蓋 やや粗 ○ O 良好

須恵器 蓋 (27) ややIR ○ ○ ○ やや良好

SR 640 須恵器 蓋 (180) 剛嚇
躙
賄

やや粗 ○ ○ 良好 ロクロナデ ロクロナデ

SR 640 須恵器 無台郵 (98) Nα O灰色 ］膊
密 ○ ○ 良好 ロクロナデ

SR 640 須恵器 無台郵 (74) (37) N6′ O灰色 粗 ○ ○ ○ 良好 ロクロナデ ロクロナデ

須恵器 無台イ (111) (63) やや密 ○ ○ 良好 ロクロナデ

須恵器 無台不 やや粗 ○ ○ やや不良 ロクロナデ

須恵器 無台不 (74) 75Y″,灰色 密 ○ ○ 良好 ロクロナデ ロクロナデ

須恵器 iOY〃,灰自色 陣鵬
やや糧 ○ ○ ○ 良好 ロクロナデ

SR 640 須恵器 無合イ
灰 白声

やや粗 ○ ○ ○ やや不良

須恵器 無合不 (76) やや狙 ○ × ○ ○ 良好

”』
ロクロナデ

須恵器 無台イ 蜘膊
やや粗 O ○ 良好 ”一土師器 熊台不 やや粗 O ○ ○ ○ やや不長

デナ
つ
卵
丼 赤彩

SR 640 須恵器 高イ 剛』
やや密 ○ ○ 良好 ロクロナデ ロクロナデ

SR 640 須恵器 有合ITN 70 やや密 ○ ○ 良好 ロクロナデ

須恵器 有台不 やや粗 ○ ○ 良好 ロクロナデ

SR 640 須恵器 有台郵 Ｍ帷
やや粗 ○ × ○ × 良好

SR 640 須恵器 有台イ 切
格

やや粗 ○ ○ 良好

須怠器 有台郵 やや粗 ○ ○ ○ やや良 ロクロナデ

SR 640 須恵器 有台イ (92) 密 ○ O ○ 良好

SR 640 須恵器 有台郎 Ｗ
格

やや粗 ○ ○ 莫好 ロクロナデ

SR 640 須恵器 有台不 やや粗 ○ ○ やや不良 ア
コ

”
如

須恵器 有台 lTh 組 ○ ○ 良好 へ
ヽ
ガ
耐
ψ
刑

須恵器 瓶類 やや密 ○ O ○ 良好 ロクロナデ 回クロナデ

α

表23 出土遺物観察表②



報告
番号
遺構名 分類 器種名 焼成 備考

(口径) 底盗 その他 内面 外面 密度 長石 石英
骨針

外面 内面

SR 640 須恵器 瓶類 やや粗 ○ ○ O 良好

SR 640 須恵器 醒 産 待
やや組 ○ ○ 良好 回クロナデ 土玉重さ:663g

須恵器 嘉 やや湘 ○ ○ ○ 良好 ヨコナデ

SR 640 土師器 甕 5'
荘苦情角

組 ○ ○ ○ ○ やや不良 不明

■師器 菱 粗 ○ ○ ○ やや良好
ヨコナテ

SR 640 土師器 養 (67) 粗 O × ○ ○ 不農

黒色土器 高杯 la ○ ○ ○ O やや不貞 不明 ミガキP

SR 640 土師器 製塩土器 にぶい苦搭 岳
4a ○ ○ ○ ○ O ○ やや不奥 ナデ?

土師器 製塩土器 粗 ○ ○ O ○ やや不良 ヨコナデ

SR 640 土師器 製塩土器 粗 ○ ○ O やや不良 不明 不 明

土師器 製塩土器 粗 ○ ○ ○ × 不良 ヨコナデ ヨコナデ

須恵器 無台rT やや密 ○ ○ 良好 回クロナデ

須恵器 無台 lTN )28) やや粗 ○ ○ 良好

須恵器 有台lTN (31) ］膵
剛購

やや粗 ○ ○ ○ × 良好

須恵器 有台lT やや密 ○ ○ 良好 ロクロナデ ロクロナデ

須恵器 有台不 (6, 中随
やや狙 ○ ○ ○ 良好 ロクロナテ

SR 690 須恵器 有台14 やや粗 ○ ○ やや良好 ”帷
ロクロナテ

須恵器 有台 ITN (167) 掴 ○ ○ ○ やや良好

SR 690 須恵器 瓶類 やや粗 ○ ○ 良好 ロクロナデ ロクロナデ

SR 791 土師器 ややXE ○ ○ やや良好 ヨコナデ

土師器 皿 やや組 ○ × ○ ○ O やや不良 不明

SR 791 土師器 皿
10YR8β 組 ○ ○ ○ × やや不良

ナ デ

SR 791 土師器 皿 (79) やや粗 ○ × O O やや不良 才
竹

不 明

土師器 皿 (72) 匠昔掲声
やや粗 ○ × ○ ○ × やや良好

土師器 皿 (32)

盤
やや粗 ○ ○ ○ ○ やや不羮

SR 791 土師器 (86) やや粗 ○ ○ O ○ やや良好

SR 791 土師器 (90) やや密 ○ ○ ○ やや良好 ヨヨナテ

土師器 (137) やや粗 ○ ○ ○ ○ やや不浪

土師器 皿 溝音声
やや密 ○ ○ ○ やや良好

SR 791 土師器 (150) (136) やや組 ○ ○ ○ やや良好

土師器 皿 (144) やや粗 ○ ○ ○ やや良好

珠洲焼 変 ヤや密 ○ ○ 良好
ア
キ

珠洲焼 甕 やや粗 ○ ○ 奥好

珠洲焼 壺 粗 ○ ○ ○ ○ 良好 ヨヨナデ

珠洲焼 糟鉢 昔辰声
やや糧 ○ ○ O 良好 ヨコナデ

SR 791 珠洲焼 鉢 やや粗 ○ ○ やや良好 ヨコナデ ヨヨナデ

SR 791 珠洲焼 鉢 蜘
随

やや粗 ○ ○ ○ 良好 ヨコナデ ヨコナデ

SR 791 珠洲焼 橘餅 灰宙
やや組 O × O × × 良好 講 トイトキリ ナテ

SR 791 珠洲焼 擢鉢 やや粗 O ○ ○ 良好 ヨコナデ

SR 791 陶器 碗 粗 ○ ○ 良好 尾呂窯?

SR 791 木製品 下駄 一
卜

須恵器 有台イ やや鳩 ○ ○ やや良好 ロクロナデ

須恵器 有台不 やや粗 ○ ○ やや良好 ロクロナデ

須恵器 有台イ やや組 ○ ○ ○ やや奥好 ロクロナデ

SR 791 須恵器 露 やや密 ○ ○ 良好

土師器 やや組 ○ ○ ○ × やや良好

SP S32 土師器 灰昔掲缶
やや粗 ○ ○ ○ ○ ○ 良好

SP 390 土師器 (80) やや粗 ○ ○ ○ やや不良

石製品 硯 長軸67 短軸:36 厚さ:iO
頁岩製

SP 645 須恵器 有台イ やや粗 ○ ○ 良好

SP 264 須恵器 有台郵 帥
購

やや組 ○ ○ ○ やや良好

”̈
ロクロナデ

SP 6S4 須恵器 有台IT やや粗 ○ ○ 良好 ロクロナデ

SP4滋7 須恵器 有合lT 蜘
膊

やや粗 ○ ○ × 良好 ロクロナテ

須恵器 蓋 やや粗 ○ ○ 良好 ロクロナデ

SP 574 須恵器 蓋
N6rO 剛随

やや粗 ○ ○ × ミ好
ア
ズ
ケ
オ ロクロナデ

SP 761 須恵器 瓶類 やや密 ○ ○ 良好 回クロナデ 不明

須恵器 羹 やや密 ○ ○ O 見舞 ロクロナデ ロクロナデ

SP 757 土師器 甕 (225) (102) やや粗 ○ O O やや良舞
ア
メ

土師器 霊 やや粗 ○ ○ ○ ○ やや良好

土師器 菱 やや粗 ○ ○ ○ やや不良

包含層 須恵器 蓋 (iO O) (12) やや粗 ○ × ○ 良好 ロクロナデ

包含層 須恵器 蓋
25Y,1

贋 缶
やや粗 ○ ○ ○ 良好

表24 出土遺物観察表③
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遺構名 分類 器種名 焼 成 備考
(口径) 底径 器高 その他 内面 タト面 密度 雲母 外面 内面

包合層 須恵器 査
門
負 やや糧 ○ ○ ○ 良好

ア
ズ

ア

オ

包含属 須恵器 蓋 つまみ径: ＶＯ
名 やや組 ○ ○ 良好 ロクロケズリ

ロクロナデ

包含層 須恵器 蓋 つまみ笹 門
畠 やや粗 ○ O O × やや良好 ロクロナデ

包含層 須恵器 無台lT やや糧 ○ ○ ○ X × 良好

包含層 須恵器 無台齋 やや粗 ○ ○ やや不良

包含層 須恵器 無台訴 やや粗 ○ ○ やや良好

包合層 須恵器 無台イ やや狙 ○ ○ × 良好 不 朗

包含層 須恵器 有台獅 やや粗 ○ O × ○ やや良好 ロクロナデ

包合層 須恵器 有台雰 rjや粗 ○ ○ やや不良 ロク巨ナデ

包含層 須恵器 有台郵 やや狙 O ○ やや不良

”］包含層 須恵器 有台郵 ］帷
やや密 O ○ 良好 IIlクロナデ ロクロナデ

包合層 須恵器 有台郵 (170) 粗 ○ O ○ やや良好

”］包合層 須恵器 喜不 (70) やや害 ○ ○ 良好 ロクロナデ

包含層 須恵語 壼類 やや密 O ○ やや良好 ロクロナデ

2合層 須恵器 菱 (67) やや粗 ○ × ○ 良好 ロクロナデ

撹乱層 須恵器 甕 (179) (50) やや粗 ○ O ○ × × 良好 ロクロナデ

包含層 土師器 杯 (aa) やや粗 ○ ○ ○ ○ やや不負 ロクロナデ 赤彩

包含層 黒色土器 オリーブ黒色 灰白色
やや粗 O O やや不良 不明 ミガキ

包合層 黒色土器 高郵
皇掲伯 蓋潜占

やや組狙 ○ ○ やや不良 不 IIB

包合層 黒色土器 高杯 粗 ○ ○ ○ ○ やや不良 ミガキ

包合層 黒色土器 有台婉 (48)
馴

サ
一

５Ｙ

引 i幸昔橋

“

やや粗 ○ ○ ○ やや不良 ナデ? ミガキ?

包含層 ■師器 製塩土器 組 ○ ○ O × ○ やや良好

●L含層 土砺器 製塩土器 やや粗 O ○ ○ ○ やや良好 ヨコナデ

包含層 土師器 製塩土器 弾嚇
粗 ○ O ○ × ○ 不良 オサエ? 不明

包合層 土師器 斐 やや粗 ○ ○ ○ やや良好

包含層 土師器 甕 やや粗 ○ O ○ ○ やや良好

包含層 土師器 密 やや粗 ○ ○ ○ やや良舞
ア

メ
カキメ

包含層 土師器 甕 粗 ○ ○ ○ やや不良

包合層 上師器 甕 (207) 程 ○ ○ ○ ○ 不良

包含層 土師器 霊 粗 ○ ○ ○ ○ 不良

包合層 土師器 鍋 ややIB ○ ○ ○ ○ やや良好 ヨコナデ

包含層 土師器 ややXE O ○ ○ やや良好 ヨコナデ

包合層 上師器 やや密 ○ ○ やや良好

包含層 土師器 皿 やや粗 ○ ○ ○ やや不良

包含層 土師器 やや密 ○ ○ やや良好 ヨヨナデ

包含層 土師器 皿 (78) やや粗 ○ X ○ × ○ 不良 小明 不明

包含層 圭師器 (34) (17) やや粗 ○ ○ O やや不良 ヨコナデ

包合層 土師器 皿 (88) (72) やや狙 O × ○ × ○ × 良好

包合層 上師器 (90) やや祖 ○ O ○ 不良
ア
つ

包含層 上師器 皿 (88) やや密 ○ ○ ○ 良好

包含層 土師器 皿 やや粗 ○ × ○ × × やや良好

包含属 土師器 皿 (69) やや粗 O ○ ○ × やや不良 不明

表土層 土師器 やや粗 ○ ○ ○ ○ やや不良
ア
， ヨコナデ

包合層 土師器 樹群
やや密 ○ ○ ○ やや不良 不明

包含層 土師器 やや密 ○ ○ ○ 良好 内面煤付着

包合層 土師器 門銘
やや留 ○ ○ やや不莫 不明 不明

包含層 土師器 皿 やや粗 ○ ○ ○ やや良好

包合層 土師器 羽釜 やや粗 ○ ○ O 良好 ヨヨナデ 鍔下に煤付殖

包合層 士師器 こん71耕 やや粗 O ○ ○ やや良好

包合層 珠洲焼 鉢 (2,0) やや粗 ○ ○ ○ ○ 良好

包合層 珠洲焼 鉢 やや粗 ○ ○ ○ 良好 ヨヨナテ ヨEHナデ

298 包合層 珠洲焼 鉢 (77)

「

白缶
粗 ○ O ○ ○ 良好 静 トイトキリ

ヨコナデ

包含層 珠洲焼 摺鉢 〕
格

やや粗 ○ ○ O × × 良好 ヨコナデ ヨコナデ

包含層 珠洲焼 水瓶 脚帷
やや粗 ○ ○ ○ 良好 オサエ ロクロナデ

包合層 珠洲焼 甕 やや密 ○ O ○ × 良好 ヨヨナデ ヨコナデ

包含層 珠洲焼 やや粗 ○ ○ 良好 ヨコナデ ヨコナデ

包含層 珠洲焼 範 (57)
ｙ

色

２ ５Ｙ

莉 やや粗 ○ ○ ○ ○ 良好 ヨヨナデ ヨコナデ

包含層 自磁 碗 密 良好 ロクロ成形 ロクロ成形 V類

包含層 青磁 腕 密 × 良好 ロクロ成形 ロクロ成形 El類

包合層 青磁 碗 密 良好 ロクロ成形 ロクロ成形 I類

包含層 青磁 碗 密 × 良好 ロクロ成形 ロクロ成形 Ⅲ類

包合層 縄文土器 深鉢 粗 ○ ○ ○ ○ やや良好 条痕級 条痕紋 2枚貝

表25 出土遺物観察表④
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10μ m

1 . rfragilaria yatrc/7θriaθ (Kuetz)Petersen (SD260d― dI,4)

2.Cyttbθ //a ryり /Jt//a Grunow(SD260d―di,4)

3.Dymbθ //a ryυァJy/a var.β rppοβlca Skvortzow(SR640r―ド,1)
4. Dyp/9月θるοyaris(Hilse)Cleve(SD260d― di;4)

5. Dね Jθsmls θοr7reryacθa Kuetzing(SD260c― cf,2)

6. fr7c/oβθtta s〃θδねθLT阿 (Bleisch)DG.Mann(SD260d― di,4)

7. GO″ρttOβθtta Creye,Fncke(sD260c― cI,2)

8. と,rrcο /a pratrsゎ,Iる (Hustedt ex Simonsen)DoG Mann(SD260c― cf,2)
9. とy″θO/a ttyど,ca(Kuetz)D,G.Mann(SD260c‐ ci,2)
司0, PirPβ y/arra scんroθJeril(Hust)Krammer(SR640r― ド,1)
1司 . F7θ ,阿θria sttyara(vv Greg)Kociolek et Stoermer(SD260c― ci,2)

12. 川aprzscんね amp狗loxys(Ehren)Grunow (SD260c― ci,2)

13. Rん Opa/oJia gわ bθrJ/a(Ehren.)O.Muller(SD260c― ci,2)

珪藻化石
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6. ソバ属 (SD260c―cI;2)

7. クワ不斗 (SD260d‐ d',4)

8.アカザ科 (SD260d― di;4)
9.プ レパラー ト内の状況写真
10.プ レパラー ト内の状況写真

10

50μ m

ー(9,10)

1.マ ツ属 (SD260d― di,4)
2.ブナ属 (SD260d― dt,4)
3.コ ナラ属コナラ亜属 (SD260d― di;4)

4. ウコギ不斗 (SD260d― di,4)

5. イネ不斗 (SD260d― di;4)

(SR640r‐ド,1)

(SD260c―ci,2)

花粉化石
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50μ m 50μ m

1.イ ネ属短細胞珪酸体 (SR640r r;1)
2.イ ネ属短細胞珪酸体 (SD260c― げ,2)
3.イ ネ属短細胞珪酸体 (SD260d―di4)
4.ク マザサ属短細胞珪酸体 (SD260c―げ,2)
5.ヨ シ属短細胞珪酸体 (SR640r― r,1)
6.ス スキ属短細胞珪酸体 (SR640rギ ,1)
7.イ ネ属機動細胞珪酸体 (SR640rギ ,1)

(7-14)

イネ属機動細胞珪酸体 (SD260c― げ?)

イネ属機動細胞珪酸体 (SD260d dy)

クマザサ属機動細胞珪酸体 (SD260cげ ;2)

ヨシ属機動細胞珪酸体 (SR640r―ド,1)

ウシクサ属機動細胞珪酸体 (SR640r ril)

シバ属機動細胞珪酸体 (SD260c―ざ,2)

イネ属穎珪酸体 (SD260cざ 2)

(1-6)

8.

9.

10.

司1.

司2.

13.

14.

珪酸体化石
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1.

2.

3.

4.

5.

モモ 核 (SD250 X20,③ 層)
モモ 核 (SD250 X30,③ 層)
モモ 核 (SD250 X30,⑥ 層)
モモ 核 (SD250 X30,⑥ 層)
イネ 胚平し(SD260d‐ di,4)

6.

7.

8.

9.

種子

アカザ科 種子 (SD260d― di;4)
キジムシロ属―ヘビイチゴ属―オランダイチゴ属

十亥 (SD260d‐ di,4)

カタバミ属 種子 (SD260d‐ di,4)
エノキグサ 種子 (SD260d‐ di,4)
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